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本書は、平成 13年、現在の上野原市庁舎等の建設工事に伴って実施 した大間々

遺跡の発掘調査報告書です。

大間々遺跡は上野原市街地の一角に位置し、発掘調査によって初めて存在が明ら

かとなりました。

本書は、この調査結果をまとめた記録報告書であり、おもに奈良・平安時代の人々

が残 した大小の住居跡や生活用具の数々が収められています。この中には大きな柱

の穴がある建物跡や、当時の貴重品である銅製の帯金具、そして墨で達者な文字が

書かれた器も含まれています。

これらの調査成果から、多様な階層社会のもとで、多くの古代人が上野原の台地

上に集い、暮らしていたことが分かります。これまで不明確であった郷土の古代史

に新たな 1頁が加えられるこ≧でしょう。

最後に、これまでの調査にあたつてご協力いただいた関係者、関係機関並びに調

査・整理作業に携われた多くの方々に厚くお礼を申し上げるとともに、今後とも埋

蔵文化財の調査や保護に市民の皆様方のご理解≧ご協力をお願い申し上げます。

平成 19年 3月

上野原市教育委員会

教育長 網 野 清 治



例 言

1.本書は、山梨県上野原市上野原地内で実施 された大間々遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、新庁舎等建設工事に伴 う事前調査として平成 13年度に実施された。発掘・整理は旧上野原

町教育委員会が実施 し、報告書作成は上野原市教育委員会が実施 した。調査組織は次頁に記した。

3.本書の執筆・編集は小西直樹 (社会教育課社会教育担当)、 早勢加菜 (文化財主事)が行つた。執筆分担

は、遺物観察表を早勢が担当し、その他を小西が担当した。

4.遺跡出土品の自然科学分析をパ リノ・サーヴェイ株式会社に委託し、分析結果は付篇に示した。

5.調査から本書の作成までを通して、つぎの機関・諸氏のご指導 。ご教示をいただいた。記して感謝申し上

げます。 (敬称略・順不同)

山梨県教育委員会学術文化財課、山梨県埋蔵文化財センター、古代甲斐国官衛研究会、坂本美夫・森原明

廣 (山梨県埋蔵文化財センター)、 平野 修 (帝京大学山梨文化財研究所 )、 奈良泰史 儲呂留市役所 )、 杉本

正文・福田正人 (大月市教育委員会 )、 田尾誠敏 (大正大学)、 河野喜映 (かながわ考古学財団)

6.遺跡の調査成果は、これまでに各種の刊行物他で報告されてきたが、本書をもつて最終報告とする。

7.本書にかかわる出土品 。記録図面等は、一括 して上野原市教育委員会が保管している。

凡 例

1.本書に転載 した地図はつぎのとお り。

遺跡位置図 :昭和 56年国土地理院の承認を受けて調整 した 5千分の 1地形図

周辺の遺跡分布図 : 国土地理院発行の 2万 5千分の 1地形図

2.遺構・遺物図版

(1)遺構の縮尺は 1/60、 カマ ド1/80を基本 とし、図版スケールに明記した。

(2)遺構図の 「240m」 といった数値は標高を示す。

(3)遺物の縮尺は 1/3を基本とし、図版スケールに明記 した。

(4)ス クリーン トーンは統一して用いておらず、用例は各図版で示した。

3.表

(1)表中の法量で ( )内の数値は残存値を示す。

(2)色調の判別には「新版標準土色帖」 (日 本色彩研究所色票監修 1988)を利用 した。

4.遺構番号の一部は整理作業の過程で変更している。新旧の対照表を次頁に付 した。



遺構番号の対照表
遺 構 報告番号 旧番号 遺構 報告番号 旧番号

堀立佳建物址 1 l ピット 1

2 4

1号掘立柱建物址 Pl A

P2 B 4

P3 C

P4 D(東側 )

P5 D(西側 ) 7

P6 E 8

P7 F

P8 G 1

P9 H 1

P10 I

P ll 」 3 3

2号掘立柱建物址 Pl B

P2 A 5

P3 C 6

P4 D 7 1号 ピットアUA
1号柱穴列 Pl Pl 1号 ピット列 B

P2 P2 1号 ピット列 C
P3 8号土坑 2号 ピント列 B
P4 10号土坑 5

P5 10号土坑 6

土 坑 1 1 2号ピット列A
2 2号 ピット列 C
3 2号 ピット列D
4 2号 ピットテリE

5 5

7 7

11

23号土坑

1 7

14 2号掘立A
2号掘立c

4

5 3号 ピッ ト列

3号ピット列

7 4号ピット列

4号ピット列

4号ピッ ト列

※空欄は久番



調査組織

平成 13年度 (発掘)

調査機関 上野原町教育委員会

事 務 局 教育長 水越偉成、社会教育課長 臼井和文、係長 梅原秀雄

担 当 者 小西直樹

参 力日者 加藤文宣、関口和男、長田貞夫、富田 墓、杉本征男、冨岡ます美、安藤寿恵、和智華子、上條文子、

古根村典子、和智瑞江 (以上一般 )、 阿部宗一、清水正幸、高橋君子、小俣フジ子、溝呂木昭治、

阿部文雄、東山晴男、小俣 章、熊崎君夫、阿部徳子 (以上シルバー人材センター)、 河野彰夫 (国

学院大学)、 石塚宇紀、折原 覚、高見哲士 (駒澤大学考古学研究会)

平成 14年度 (整理 )

調査機関 上野原町教育委員会

事 務 局 教育長 水越偉成、社会教育課長 臼井和文、係長 梅原秀雄

担 当 者 小西直樹

参 力日者 古根村典子、上條文子、和智瑞江、冨岡ます美、小俣美鈴、築地文博

平成 16年度 (整理 )

調査機関 上野原町教育委員会

事 務 局 教育長 水越偉成、社会教育課長 酒井信俊、係長 織田隆義

担 当 者 小西直樹

参 力日者 古根村典子、冨岡ます美、草間正彦 (帝京大学考古学研究会)

平成 18年度 (報告書作成 )

調査機関 上野原市教育委員会

事 務 局 教育長 網野清治、社会教育課長 小笠原徳喜、担当ジーダー 尾形 篤

担 当 者 小西直樹、早勢加菜

参 力日者 古根村典子
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第 I章 遺跡の位置 と周辺の環境

大問々遺跡は山梨県上野原市に位置する。上野原市は山梨県東端の県境に位置し、市域は関東山地や丹沢山

塊に囲まれ、面積の約 8割が山林で占められる。市の中央部を桂川 (相模川)が流れ、支流の鶴川・秋山川の

沿岸に狭小な河岸段丘地形が点在する。東京都・神奈川県に接する地理的要因から、古来より関東地方との関

係が強い。近世には江戸・甲府・信州を結ぶ甲州街道の宿場が4宿置かれ、桂川の水運とともに東西交通の要

衝地として栄えた。大間々遺跡は桂川 と鶴)||の 合流地点に張り出した市内最大の段丘面にあり、周辺は旧甲州

街道の上野原宿を中心に市街地化されている。調査地は、明治末から大正初期の大規模な耕地整理による開田

以降、製糸工場や合成皮革工場が建設された場所である。

山梨県 彎洋、 京守

第 1図 遺跡位置図 (1/5000)



市内の遺跡は河川沿いの段丘面や緩斜面地に多く分布 し、現在までに 162ヵ 所が確認されている。遺跡の時

期は縄文時代が最も多く、弥生時代は極めて少ないが、続く古墳～奈良 。平安時代にかけて多く見られる。

大間々遺跡の周辺では、段丘背後の丘陵斜面部に遺跡が点在する。このうち上野原小学校遺跡 (2)で縄文

時代中期～後期の遺物包含層や古墳後期～奈良時代の竪穴住居址 3軒、大堀 I遺跡 (4)で平安時代の竪穴住

居址 2軒、大堀Ⅱ遺跡 (5)で縄文時代中期の竪穴住居址 2軒が発掘調査された。一方、段丘平坦面の遺跡分

布は希薄だが、大間々遺跡 (1)で奈良・平安時代の竪穴住居址などが多数発見されたことにより、古代の集

落址が段丘平坦面に広がる可能性が強くなつた。

」 鷹扉 |

神奈川県
藤野町

平安  2 上野原小学校 縄文 (早。中・後)、 古墳、奈良、平安  3 西シ原 縄文 (早・前)

大堀I 糸亀文 (中 )、 平安  5 大堀E 縄支 (早 。中)、 古墳、平安  6 新井 縄文 (早 。中)、 平安  7 新町 縄文 (中 )

根本山 縄文 (中・後)、 平安  9 桜ヶ丘 縄文、古墳、平安  10 塚場古墳群 古墳  11 関山 縄文 (早・中)、 平安

狐原I 縄文 (早～後)・ 弥生・古墳・奈良・平安  13 狐原Ⅱ 縄文 (早～後)・ 弥生・古墳・奈良・平安  14 内InSllL 中世

寺畑 縄文 (中) 16 大曽根 縄文 (前 。中) 17 上瞬山I 縄文 (後) 18 上野山古墳 古墳  19 上野山Ⅱ 縄文 (中
。後)、 弥生

大浜 縄文 (早・中・後)、 平安  21 南大浜 縄文 (中 )、 弥生  22 大相I 縄文 (早 。中・後)、 平安  23 大ギlⅡ 縄文 (早・中)、 平安

八ッ沢 縄文 (中) 25 松留 縄文 (後) 26 栃穴 縄文 (中) 27 牧野 縄文、平安  28 牧野砦 中世  29 駒門 縄文 (中 )、 弥生

第 2図 周辺の遺跡分布図 (1/25000)
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第Ⅱ章 調査の経緯

第 1節 調査にいたる経緯と経過

調査地は上野原市上野原宇大間々3832-1、 3832-9、 3832-10で、朝 日化学工業(株)上野原工場の跡地で

ある。ここに、旧上野原町の庁舎 (現在の上野原市役所)が建設されることになり、遺跡を確認するための試

掘調査を平成 12年 (2000)10月 30日 ～11月 6日 まで行った。この結果、平安時代の竪穴住居址や遺物が確認

され、本調査の実施が必要と判断されたQ)。 遺跡は宇名から大間々遺跡とした。

発掘調査は、平成 13年 (2001)8月 29日 ～12月 27日 まで行つた。調査地は高低差 lm程度の石積みで 2

段に分けられたことから、南側下段から調査を開始し、H月 から北側上段の遺構確認 と検出を併行 して行つた。

12月 に航空写真撮影や遺跡見学会を行つた。調査は 12月 末に終了し、翌年 1月 に残務整理を行って現場作業

を完了した。

(1)『山梨県上野原市市内遺跡発掘調査報告書』2006 上野原市教育委員会

第 2節 調査の方法

発掘調査は、工事予定区域 19,220♂ のうち約 3,000だで実施 した。表土 (整地層)を重機で掘削した後、

磁北を基準に5m方眼の区画 (グ リント)を設定した。表土直下で遺構確認面 (第Ш層上面)が検出されたが、

第Ⅱ層が残る範囲は人力で掘 り下げて遺構確認に努めた。遺構の番号は確認された順番で付けた。竪穴住居址

の調査は、基本的に土層観察用の土手を十宇に残 して掘 り下げた。カマ ド内や周辺の土壌はサンプルとして採

取し、炭化種子等の選別作業を行つた。遺物は原則として出土位置の平面 。標高を計測して取り上げた。

第 3節 遺跡の層序

調査地は高低差 lm程度の石積みで 2段に分けられ、各面とも平坦であった。旧建物による撹乱が広範囲に

及び、基礎コンクリー トの一部が地山のローム層まで達するなど、土層の旧状をとどめた場所は少ない。

第 I層  コンクリー トや砂利を含む整地層。層厚は 20cm～ 100cm。

第Ⅱ層 黒褐色土 黒色スコリア (粒径 5 11ull以 下)を含む。土師器の細片を含み、古代の遺構覆土は本層を

基調とする。全般に遺存状況は悪い。層厚は 20cm以 下。

第Ⅲ層 にぶい褐色土 粘性・締まりやや強い。橙色スコリア (粒径 3111111以 下)を多く含む。遺物は含まな

い。本層上面が古代の遺構確認面である。層厚は 50cm前後。

第Ⅳ層 橙色土 粘性・締まり強い。ローム層に相当する。橙色スコジア (粒径 5 11ull以 下)を多く含む。

-3-
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第Ⅲ章 発見された遺構 と遺物

堅穴住居址 13軒、掘立柱建物址 2軒、柱穴列 1基、ピット53基、土坑 20基、溝状遺構 10基が発見された。

全般に土木工事の撹乱が激 しかったため本調査の範囲は限定されたが、遺構の分布範囲はさらに広がっていた

可能性がある。住居は 7世紀代の住居を最古とし、奈良・平安時代 (8世紀～10世紀前半代)に 中心がある。

掘立柱建物址は平安時代の住居と同時期である可能性が強い。柱穴列、ピット、土坑の時期は不明確だが、覆

土の状況や住居との重複関係から平安時代の住居と同時期か、以降の所産と推定される。溝状遺構は住居や土

坑を切つて分布することから平安時代以降に推定される。

遺物は、遺構内を中心に土師器・須恵器・灰釉陶器・土製品 (土錘)。 石製品 (砥石)金属製品 (鉄製刀子・

銅製餃具)、 及び炭化種子が出土した。この他、遺構は発見されなかったが、縄文時代中期、及び古墳時代前期

の遺物がわずかに出土している。なお、本稿における土器の年代観は『 甲斐型土器―その編年と年代―』山梨

県考古学協会 1992に拠 り、相模型の土器については宮久保編年 (長谷川 1990)を 援用 した。

第 1節 竪穴住居址

竪穴住居址 13軒が発見された。東側に最大規模の住居 (2号)と 小型 2軒 (6・ 7号)か ら成る一群があり、

これらを中心に空閑地を挟んで分布域が分かれ、北から西側に小型 (10・ H号 )、 及び比較的大型 (1・ 8・

12・ 13号)が散在 し、南側に小型 4軒 (3・ 4・ 5。 9号)がかたまって分布する。

1号住居址 (第 5図～第 8図、写真 3・ 31)

位置    調査区西側の I-6・ 7、 」-6・ 7区に位置し、南西 5mに 8号住居址がある。

形状・規模 平面は長方形で、長軸 4.5m、 短軸 3.8mで ある。カマ ドを持つ。主軸方位は N-15° ― E。 遺存

状況は良く、壁は最高 50cmである。

床     全般に堅く締まっている。貼 り床は認められなかった。

柱穴・周溝 認められなかった。

カマ ド   北東壁の東寄 りにある。カマ ド崩壊上が床面を覆 う状況で検出され、天丼やネ由部は遺存しなかつ

た。火床部から急傾斜で立ち上がり、先端にテラス状の短い煙道が付く。火床部は床面を約 25cm

掘 り込んで構築される。

暗褐色土が主体で、壁際では褐色土塊を含む土層が流入する。

出土遺物の大半は、カマ ド崩壊土とその周辺の覆土に含まれる。すべて土師器の甕で、相模型に

属する (総点数 73点・総重量 2,750g)。 小型甕 (1)、 長月同甕 (2～ 5)、 胴張甕 (6・ 7)と複

数の個体があるが、完形に復元できたものはない。甕の一部は住居北東側にあるP36内の土器 と

接合する。この他、特筆される遺物として銅製の餃具 (8)が床面の西側で出上したが、他に関

連する遺物がないため、鋒帯、馬具のいずれの付属品であるのかは不明である。

宮久保編年 (長谷川 1990)イこ拠れば、長胴甕は胴部上位にふくらみを持ち、底径が 7 cm～ 8 cm

を測ることからC3類に比定できる。小形甕は肩部に張 りがあり、下半へのすばまりが強くなる

傾向が認められ C2類～C4類の範疇に比定される。このことから、時期区分を宮久保編年Ⅳ期

～V期に対比し、本住居の時期を 8世紀中葉から後半に推定しておきたい。

覆土

遺物

時期

-6-



2号住居址

調査区中央東側の D-8。 9、 E-8。 9区に位置し、 1号柱穴列、16号 ピットに切られる。近隣に 6号・

7号住居址、 1号掘立柱建物址の他、多数のピント・土坑が散在 している。この住居は、建て替えによる拡張

のため新旧2段階に分けられる。

2号住居址 (新段階)(第 9図～第 10図 、写真 4。 31・ 32)

形状・規模 平面方形で、 1辺 5.6mである。カマ ドは持たず、壁際に柱穴がめぐる。工場の基礎コンクリー

トや試掘調査時の トレンチで切られ、遺存状況はやや悪い。壁高は 30cmである。

床     古段階の住居上に構築され、全般に軟弱である。東側と西側の一部には、ハー ドローム塊を含む

貼 り床が認められた。

柱穴・周溝  8基の柱穴 (Pl～P8)が壁際直下に検出された。柱穴は、撹乱を受けた北隅を除く三隅、及び

北東壁と南西壁の中央部に各 1基が配される。さらに北西壁は 1.9m間隔で 2基 (P7・ P8)配
されるが、対応する南東壁は 1基 (P3)のみで、P2・ P3間 に柱穴は検出されなかつた。各柱

穴の最深部は住居壁側に寄 り、深さは床面から0.8m～ 1.lmで ある。周溝は認められなかった。

カマ ド   認められなかつた。

焼土遺構  床面中央に検出された。平面不整形で、長軸 3.Om、 短軸 1.5m、 深さ 15cmで ある。内部に焼土

純層、及び多量の炭化種子 (ア フ・ ヒエ等の草木種実、モモ核)が検出された。

覆土    暗褐色上が主体である。

遺物    大半は覆土に含まれる。土師器

の郷 。皿・甕、須恵器の甕 。長

頸壷、灰釉陶器の甕、炭化種子

がある。土師器は相模型郷 (8)

を除きすべて甲斐型に属す。い

ずれも破片で、完形に復元でき

たものはなかった。墨書土器は

4点で、判読できるものに「基」 第1表 2号住居址 (新)出 土上器分類表

(5。 11)が ある。

時期    甲斐型土器編年のXⅡ 期 (10世紀前半～中頃)に比定される。

2号住居址 (旧 段階)(第 H図～第 21図、写真 4・ 5・ 32・ 33)

形状・規模 新段階の住居直下で検出された。平面方形で、 1辺 4.5mで ある。カマ ドを持ち、壁際に柱穴が

めぐる。主軸方位は N-55° ― E。 工場の基礎コンクリー トや試掘調査時の トレンチで切られ、

遺存状況はやや悪い。壁高は 20cmを 測る。

床     ハー ドローム塊を含む貼 り床が施され、全般に堅く締まつている。掘 り方は、北西壁、及び南束

壁から南西壁の一部に沿って溝状に検出された。

柱穴・周溝 柱穴 3基 (Pl～P3)が 、撹乱を受けた北隅を除く三隅で検出された。深さは床面から 10cm～

30cmを測る。周溝は認められなかった。

カマ ド   北東壁の東寄りにある。煙道部は試掘調査時の トレンチで切られている。カマ ド崩壊上が床面を

覆 う状況で検出され、天丼や袖部は遺存しなかった。火床部から煙道部にかけての立ち上がりは

器種

土師器 須恵器 灰釉陶器

甲斐型・lTh類 甲斐型・甕類 相模型・杯類 甕類 甕類

点数 4 1 1

電 υ 269 223

鵬

(%)

222

778
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急傾斜である。火床部は床面を 20cm掘 り込んで構築される。

炉     床面中央付近に 1基検出された。平面不整楕円形で、長軸 60cm、 短軸 50cm、 深 さ 10cmである。

内部に焼土層、及び炭化物・炭化種子 (ア フ・ヒエ等の草木種実)が検出された。壁面の一部は

焼けて硬化している。

焼土、粘土土坑 床面北側で焼土面が検出された。焼土中には粘土粒・塊、炭化材・粒、土器細片が多く混じ

る。焼土面下で土坑が検出された。土坑の平面は不整形で、長軸 2.Om、 短軸 1.Om、 最深 10cm

を測る。壁はなだらかである。内部はカマ ドと同じ白色粘土塊や硬質の焼上が検出された。壁面

に焼けた痕跡は認められず、床下粘土土坑の可能性が考えられる。

P4    カマ ドに近接して位置する。平面は不整方形で、長軸 0.9m、 短軸 0.8m、 深さ 0,4mで ある。ピ

ット覆土上層から周囲の住居床面にかけて土師器の細片が多数分布 している。 1号柱穴列を構成

する柱穴の可能性も考えられたが、本住居址に伴 うものと判断した。

覆土    褐色土を含む暗褐色土が主体である。

遺物    出土遺物は/1B上下層から床面にかけて多量に分布 し、土師器の杯・皿・甕 (小型 。大型)。 羽釜、

須恵器のイ・甕 。長頸壷、灰釉陶器の甕、土錘、砥石、炭化種子 (モモ核・クリ)が 出上した。

上師器の大半は甲斐型に属す。須恵器不 (23)は唯―の完形品で、他の土器はすべて破片であっ

た。土器の多くに接合関係が認められ、小さい範囲でまとまるもの、水平方向に広範囲に及ぶも

の、 7号住居と接合関係をもつものがある。墨書土器は4点で、「本」 (1)、 「丈」 (2)が ある。

転用品に灯明皿 (11)や内面が研磨された須恵器甕 (59)がある。砥石 (62)は扁平な素材の両

側面及び端部に研磨痕が残る。

評

土師器 須恵器 灰釉陶器

樫 鞭 樫 割 ロクロ邦 本樫 ・鰤 搬 範 縣 期 断 割 棚 lTh類 甕 類 lTh類 甕 類

点数 2 5 19 3

勒 1,255 5,169 9 1,579

融 醇

(0/ol

22

17

第2表 2号住居址 (旧 )出土上器分類表

時期    甲斐型土器編年のXI～ XⅡ期 (9世紀末～10世紀中頃)と 幅が認められるが、須恵器郷 (23)

が南多摩窯 G5窯式に比定できることから 10世紀前半～中頃が主体となろう。

3号住居址 (第 22図～第 23図、写真 6・ 33)

位置    調査区南側の」-16区に位置し、南に隣接 して 5号住居址がある。

形状・規模 平面は不整長方形で、長軸 4.Om、 短軸 3.5mで ある。カマ ドを持つ。主軸方位は N-55° ―W。

全般に削平を受け、 7号溝に切 られるなど遺存状況は悪い。壁高は 10cmで ある。

床     貼 り床は認められなかった。

柱穴 。周溝 認められなかった。

カマ ド   北壁中央のやや東寄りにある。カマ ド崩壊土が床面を覆 う状況で検出された。天丼や袖部は遺存

せず、袖石と思われる自然石が検出された。火床部は明確に認められなかった。

覆土    黄白色粘土や焼土粒を含む暗褐色上が主体である。
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遺物    出土遺物は、カマ ド崩壊土とその周辺

床面で検出された。土師器の杯・甕・

置きカマ ドがあり、武蔵型甕 (1)を

除き、大半が甲斐型に属する。いずれ

も破片であつた。

時期    出土遺物が少なく不明確だが、本集落

の中心時期である 9世紀代～10世紀

前半に推定される。

器種

土師器

甲斐型・lTh類 甲斐型`甕類 武蔵型・甕類 鬼高系・甕類

点数 6 1

重 υ 6 692 5

融 陣

(0/o)

107

器種

土師器 須恵器

甲斐型・lTh類 甲斐型・甕類 相模型・甕類 武蔵型・甕類 lTh類

点数 1

重 づ 1,426

融 膵

(0/ol

742 11 4.3

1.1

第3表 3号住居址出土土器分類表

4号住居址 (第 24図～第 25図、写真 7・ 33)

位置    調査区南狽1の H-15。 16、 I-15。 16区に位置し、西 1.5mに 3号住居址がある。

形状・規模 平面は不整長方形で、長軸 3.3m、 短軸 2,7mで ある。南壁の中央部が外側へわずかに張 り出す。

カマ ドは認められない。全般に削平を受け、北壁の一部と西壁を欠失するなど遺存状況は悪い。

壁高は 10cmを測る。

床     貼 り床は認められなかった。

柱穴・周溝 認められなかつた。

カマ ド   認められなかつた。

炉     住居の南西側で検出された。平面不整円形で、長軸 50cm、 短軸 35cm、 深さ20cmである。内部に

焼土層が検出された。

P2    床面中央の東寄りで検出された。P51と 重複するため詳細な形状・規模は不明確だが、深 さは 5cm

程度である。内部に焼土塊や白色粘土が検出され、床下粘土土坑の可能性が考えられる。

覆土    暗褐色上が主体である。白色粘土塊が床面西側で検出された。

遺物    出土遺物は、炉及びP2周

辺に分布 し、大半が床面か

ら数cm上に位置する。土師

器の邦・甕 (小型・大型 )、

須恵器の不がある。土師器

は武蔵型甕 (7)、 相模型甕

(11)を 除き、大半は甲斐型

に属す。いずれも破片で、 第4表 4号住居址出土土器分類表

完形に復元できたものはなかつた。

時期    甲斐型土器編年のXI～ XⅡ 期 (9世糸己末～10世紀中頃)に比定される。

5号住居址 (第 26図、写真 8・ 33)

位置    調査区南端の J-17区に位置し、北に隣接 して 3号住居址がある。

形状・規模 平面は方形を基調とし、北壁は 2.3mを測る。カマ ドを持つ。主軸方位は N-55° 一 E。 全般に

削平を受け、とくに東から南側は工場基礎の撹乱や 9号溝によつて床面まで破壊され、遺存状況

は悪い。壁高は 10cmで ある。

床     貼 り床は認められなかつた。
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柱穴・周溝 認められなかった。

カマ ド   東壁の北寄 りにある。工場基礎による撹乱を受け、大半を欠失する。カマ ド崩壊上が床面を振 う

状況で検出され、天丼や袖部は遺存しなかった。火床部は床面を5 cm掘 り込んで構築され、中央

付近でピット (深 さ5 cm)が 検出された。

覆土

遺物

暗褐色土が主体である。

出土遺物は、カマ ド崩壊

土及び火床面に分布する。

土師器の不 。甕 (小型・

大型)があり、武蔵型甕

(3)を 除き大半が甲斐

型に属す。いずれも破片

であつた。墨書土器「仁」

(1)が ある。 第5表 5号住居址出土土器分類表

世紀末～10世紀中頃)に比定される。時期 甲斐型土器編年のXI～ XⅡ 期 (9

6号住居址 (第 27図～第 29図、写真 8。 9。 34)

位置    調査区中央東側の E-8、 F-8区 に位置し、南に隣接 して 2号住居址がある。

形状・規模 平面は方形を基調とし、北壁 2.Om、 東壁の残存長 2.5mを測る。カマ ドを持つ。主軸方位は N
-55° ― E。 全般に削平を受け、床面の南半分を欠失するなど遺存状況は悪い。壁高 20cmである。

床     貼 り床は認められなかった。

柱穴・周溝 認められなかった。

カマ ド   東壁の北寄 りにある。焚き口から煙道部先端まで 95cm、 両袖部の最大幅 77cm、 焚き口の幅は 35cm

である。火床部から煙道部にかけて急傾斜で立ち上がる。天丼の一部と袖部が遺存し、自然石を

主体に黄白色粘土が使われる。左袖の上面に土師器の羽釜片が伏せられていた。火床部は床面を

14cm掘 り込んで構築される。

暗褐色土が主体である。

出土遺物は、カマ ド覆土及び火床面を中心に分布する。土師器の郭 。甕 (小型・大型)。 羽釜、灰

釉陶器の甕があり、土師器は甲斐型が主体である。いずれも破片であった。

甲斐型土器編年のXI～ XⅡ期 (9世紀末～10世紀中頃)に比定される。

器種

土師器

甲斐型・杯類 甲斐型・甕類 ロクロ杯 武蔵型・甕類 異系統・甕類

点数 1 1 1 1

勤 345

離

(0/ol

82.8 43

43

覆土

遺物

時期

器種

土師器 須恵器 灰釉陶器

甲斐型・lTh類 甲斐型・甕類 ロクロ不 相模型・甕類 武蔵型・甕類 鬼高系・甕類 杯類 甕類

点数 7 1 2 3

勘 2.262

融 醇

(0/ol

6.0

720 6.0

第6表 6号住居址出上土器分類表
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7号住居址 (第 30図～第 35図、写真 10・ 11・ 34・ 35)

位置    調査区東端の C― H・ 12、 D-11。 12区に位置し、北 5mに 2号住居址がある。

形状・規模 平面は長方形で、長軸 3.5m、 短軸 3.Omである。カマ ドを持つ。主軸方位は N-46° 一W。 遺

存状況は良い。壁高は 30cmを測る。

床     貼 り床は認められなかった。

柱穴・周溝 認められなかった。

カマ ド   北西壁の南寄 りにある。焚き日から煙道部先端まで 1.3m、 両袖部の最大幅 1,lm、 焚き国の幅は

40cmである。煙道部は壁を 60cm掘 り込んで構築され、急傾斜で立ち上がる。袖部が遺存 し、黄

白色粘土を主体に自然石や石皿が補強材に使われる。右袖の上面に土師器邪 (墨書「上」)が伏せ

られていた。火床部は床面を 15cm掘 り込んで構築され、自然石の支脚が直立して検出された。

覆土    暗褐色土が主体で、南壁寄りから床面にかけて焼土層が流入する。

遺物    出土遺物は、カマ ド覆土とその周囲、及び南壁寄 りの床面を中心に分布する。覆上の堆積状況や

遺物の分布から、遺物の大半が住居廃絶後に廃棄された可能性が考えられる。遺物は、土師器の

イ・皿・甕 (′Jヽ型 。大型 。台付)。 鉢・羽釜、須恵器の杯・甕、鉄製の刀子、炭化種実が出上した。

土師器は古墳時代鬼高系の杯 (1)や、武蔵型甕 (19～ 21)、 相模型台付甕 (22)が わずかに含ま

れるが、大半は甲斐型に属する。いずれも破片で、完形に復元できたものはなかつた。須恵器甕

(34)は、多数の破片が南壁の直下でまとまって検出され、さらに住居内の広範囲に拡散する状

況であつた。墨書土器は 2点で、「上」 (12)。 「基」 (14)カミある。炭化種子は、表上の焼土層中で

コムギ、及びカマ ド周囲の床面でモモ核が検出された。転用品に灯明皿の小片 (7)がある。

器種

土師器 須恵器

甲斐型・杯類 甲斐型・甕類 ロクロ甕類 相模型・甕類 武蔵型・甕類 鬼高系・lTh類 鬼高系・甕類 不明細片 lTh類 甕類

点数 1 1 17 12

重 餓 1,305 9

融 醇

(0/ol

325

724 49 3.9 6.9

時期

第7表 7号住居址出土上器分類表

甲斐型土器編年のXI～ XⅡ期 (9世紀末～10世紀中頃)に比定される。

8号住居址 (第 36図～第 41図、写真 12～ 15・ 35。 36)

位置    調査区西端のK-7・ 8、 L-7・ 8区に位置し、北束 2.5mに 1号住居址がある。

形状・規模 平面は不整長方形で、長軸 4.5m、 短軸 4.Omである。カマ ドを持つ。主軸方位は N-45° 一 E。

全般に工場基礎の撹乱を受け、南から西側は床面まで破壊されている。壁高は 50cmである。

床     貼 り床は認められなかつた。

柱穴・周溝 柱穴 4基 (Pl～P4)が住居内の対角線上に検出された。床面からの深さは、P4が 10cm、 他は

35cm～ 40cmである。周溝は西壁沿いで検出されたが、南側が撹乱を受けて欠失 している。幅 10cm

～ 18cm、 深 さ 5 cmで ある。

東壁の中央にある。煙道の一部を撹乱によつて欠失する。焚き口から煙道部先端まで 1.lm、 両

袖部の最大幅 1.2m、 焚き日の幅は 50cmである。火床部から急傾斜で立ち上が り、先端に石組み

カマ ド



覆土

炭化材

の短い煙道が付く。袖部が遺存し、自然石を主体に黄白色粘上が使われる。袖部前面には、両袖

に架け渡した天丼石が火床面に落ち込んだ状況で検出され、天丼石を取 り巻くように土師器甕の

破片がまとまって出上した。

焼土粒・炭粒を多く含む暗褐色土が厚 く堆積 し、床面は焼土や炭化物層で覆われていた。このこ

とから本遺構は焼失住居で、短期間に埋め戻されたことが想定される。

多数の炭化材が壁際から住居中心に向か う方向で検出され、住居中央付近に炭化材の破片 (l cm

～10cm大 )が多量に検出された。炭化材の断面は柱状、ないしは馬蹄状を呈するものが多く、垂

木等の建築材 と考えられる。また、住居西壁の中央付近では、壁際から床面にかけて板状の炭化

材が検出され、壁板等の建築材と考えられる (付篇参照)。

出土遺物の大半は、カマ ドとその周囲の床面に分布する。土師器の小型甕・小型球月同甕 。長胴甕 。

胴張甕・小壺、須恵器の甕があるが、郭類は皆無である。土師器は武蔵型甕 (2)を除き、大半

は相模型に属する。遺存状況の良い土器が多く、甕 (1・ 2)はカマ ド右側の床面に並置状況で、

胴張甕 (7)は床面につぶれた状況でそれぞれ検出された。このうち小型球月同甕 (2)は破損後

の胴下半部を鉢に転用している。小壷 (9)は完形で、壁際の覆土上層で検出された。須恵器の

甕 (8)は内面が研磨され、転用硯の可能性がある。

遺物

器種

土師器 須恵器

相模型・甕類 相模型?甕類 ロクロ壷 武蔵型・甕類 異系統・甕類 甕類

点 数 1 1 4 1

重 υ 6,229 215 340

融 陣

(%)

837 4.3

4.3 1.1

相模型?甕類……厚手。外面ナデ、内面ハケロ

時期

第8表 8号住居址出上土器分類表

1号住居と同じく宮久保編年Ⅳ期～V期 に対比されると思われるが、小型甕は底径が 9.8cmで大

きく、古い様相も認められる。本住居の時期は、 8世紀中葉から後半代に推定しておきたい。

9号住居址 (第 42図～第44図、写真 16)

位置 調査区南端のK-17・ 18、 L-17,18区 に位置する。

形状・規模 平面は不整台形で、東壁 2.6m。 西壁 3.4m。 南壁 2.7m・ 北壁 1.6mである。カマ ド2基を持つ。

東カマ ドと対角の軸方位は N-43° ― E、 北カマ ドと対角の軸方位は N-35° 一Wである。全般

に工場基礎の撹乱を受け、7号・8号溝や 16号土坑によつて床面まで切られているため遺存状況

は悪い。壁は最高 40cmである。

床     焼土粒や白色粘土粒を含む貼 り床が施される。

柱穴・周溝 認められなかった。

カマ ド   北東隅と北西隅の 2ヶ 所にある。東カマ ドは、煙道の一部を 7号溝で切られている。天丼や袖部

は遺存せず、粘土が火床面を覆 う状況であつた。壁を掘 り込んで構築され、火床部は竪穴外に位

置する。火床部は床面を 18cm掘 り込んで構築される。北カマ ドは、天丼と袖部の大半は遺存せず、

粘上が火床面を覆 う状況であつた。左袖は一部遺存し、黄白色粘土を主体に自然石が補強材に使
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われる。壁を掘 り込んで構築され、火床部から煙道部まで急傾斜で立ち上がる。火床部は床面を

10cm掘 り込んで構築され、自然石の支脚が直立して検出された。

覆土    暗褐色土が主体で、焼土粒 。白色粘土粒を多く含む褐色土が床面の西側を薄く覆 う。

遺物    出土遺物の大半は、カマ ドとその周囲に分布する。土師器の甕・鉢・羽釜、須恵器の不 。甕があ

り、土師器の大半は甲斐型に属す。いずれも破片で、完形に復元できたものはなかつた。

器種

土師器 須恵器 灰釉陶器

甲斐型・杯類 甲斐型・甕類 相模型・甕類 異系統・甕類 不 類 甕 類 甕 類

点数 1 1 l 1 3 1

亀 づ 1 722 1 1 8

融 膵

(0/oJ 875

第9表 9号住居址出土上器分類表

時期    出土遺物が少なく不明確だが、本集落の中心時期である 9世紀代～10世紀前半に推定される。

10号住居址 (第 45図～第 46図、写真 17・ 36)

位置    調査区北東端のD-1区 に位置する。

形状・規模 平面は不整長方形で、東壁 2.5m・ 西壁 2.lm。 南壁 3.lm・ 北壁 3,6mである。カマ ドを持つ。

主軸方位は N-39° ― E。 全般に工場基礎の撹乱を受け、遺存状況は悪い。壁は最高 10cm。

床     全般に堅く締まつている。貼 り床は認められなかった。掘 り方は、住居西側の壁沿いに溝状の掘

り込みが検出された。

柱穴・周溝 認められなかつた。

カマ ド   北壁の中央部にある。大半が工場基礎の撹乱で破壊され、煙道先端部が遺存するのみである。

覆土    暗褐色土が主体である。

遺物    出土遺物はカマ ドの周囲に分布 し、床面及び床面

から数硼上に位置する。土師器のイ 。長胴甕・胴

張甕がある。いずれも破片で、完形に復元できた

ものはなかった。

時期    出土遺物から7世紀代に推定される。

第 10表 10号住居址出土上器分類表

11号住居址 (第 47図～第 49図、写真 18・ 36)

位置    調査区北側の I-2区に位置し、周囲 2mの範囲内に 12号 。13号住居址がある。

形状・規模 平面は不整長方形で、長軸 3.2m。 短軸 2.7mで ある。カマ ドを持つ。工場基礎の撹乱により壁の

一部が破壊されるが、遺存状況は比較的良い。主軸はほぼ南北にそろう。壁高は 90cmである。

床     南半分にハー ドローム塊を含む貼 り床が施される。掘 り方は住居南半部で検出された。

柱穴・周溝 認められなかつた。

カマ ド   北壁の東寄りにある。焚き日から煙道部先端まで 1,Om、 両ネ由部の最大幅 0.8m、 焚き口の幅は

器種

土師器

鬼高系・lTh類 鬼高系・甕類 甲斐型・外

点数 8 1

電 υ 7

融 醇

(%)

25,0
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40cmである。奥壁の石上端に石組みの短い煙道部が付く。袖部は自然石を主体に黄白色粘土が使

われる。火床部は床面を 15cm掘 り込んで構築され、自然石の支脚が直立して検出された。

覆土    暗褐色上が主体で、壁際に褐色上が流入する。炭化物を多く含む層が床面を 10cm程度の厚さで覆

っており、この層から炭化種子 (ア フ・ヒエ)が多数検出された。

遺物    出土遺物の大半は、覆土上層から下層にかけて散漫に分布する。遺物は土師器の郭 。密・小壺、

須恵器の郵、炭化種子がある。土師器のイはすべて甲斐型に属するが、甕は甲斐型・相模型に分

けられる。土師器の不 (1)は完形に近く、カマ ド前の床面で出土した。他はすべて破片で、完

形に復元できたものはなかった。

器種

土師器 導頑 郷 瑞 須恵器

理 唖 理 鈎 本概 割 鯉
・

:密景ヨ共Iヨ 暁 ユF言ヨ:耳A・ ヨ雷妻ヨに買 鋤 藝 不明細片 蜜 杯類

点数 11 7 3 1

垂 徳)

融 醇

(%)

72 484 157 0.6

48.4

異系統 警調子・“厚手。外面ハケロ+庭き、内面ハケロ

第 11表 11号住居址出土土器分類表

時期    甲斐型土器編年のVⅢ期 (9世紀前半)に比定される。

12号住居址 (第 50図～第 52図 、写真 19。 37)

位置    調査区北側の G-2、 H-2区 に位置 し、西 2mに H号住居址がある。

形状・規模 平面は不整方形で、一辺 3.7mで ある。カマ ドを持つ。主軸方位は N-60° ― W。 工場基礎の撹

乱により床面の中央部が破壊されるなど、遺存状況は比較的悪い。壁高は 60cmで ある。

床     全般にローム塊を含む貼 り床が施され、堅く締まっている。掘 り方は、南北壁に沿つて溝状、及

びピット状に掘 り込まれていた。

柱穴・周溝 認められなかつた。

カマ ド   西壁の南寄 りにある。カマ ド崩壊上が床面を覆 う状況で検出され、天丼や袖部は遺存 しなかつた。

煙道部は境乱により失われているが、火床部から急傾斜で立ち上がっていたものと推定される。

火床部は床面を 10cm掘 り込んで構築され、土師器の細片がまとまって出土した。

炉     北壁寄りの床面に 1基検出された。平面不整円形で、直径約 40cmである。貼 り床を掘 り込んで構

築され、床面からの深さは 18cmで ある。内部に焼土層が堆積 し、底面は被熱 している。

覆土    暗褐色土が厚く堆積 し、壁際から床面に褐色上が流入する。このことから、住居廃絶から一定期

間後、短期間に埋め戻されたことが想定される。

遺物    出土遺物は、カマ ド火床部、及び覆土上層から下層にかけて散漫に分布 していた。床面上では、

カマ ド周囲に自然石 (10cm～20cm)8点 が散在 し、炉付近に土師器の細片 2点があつたのみであ

る。遺物は土師器の不・不蓋・甕・鉢・羽釜 。小壷、須恵器の不・甕がある。いずれも破片で、

完形に復元できたものはなかった。土師器のイ類はすべて甲斐型に属するが、甕類は相模型 (15

～18)を主体に甲斐型 (19。 20)が若干数含まれる。墨書土器は 1点確認された (3)。
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器種

土師器 須恵器
陶器

甲斐型・lTh類 甲斐型・甕類 相模型・甕類 武蔵型・甕類 鬼高系・lTh類 鬼高系・甕類 不明細片 鞭 蟄

点数 1 3 1 1

勃 ) 237 627

点数比率

(%)

17

556 23

第 12表 12号住居址出土土器分類表

時期    甲斐型土器編年のVⅡ 期～XⅡ 期 (9世紀初頭～10世紀代)までの遺物が混在するが、土師器杯

からVⅢ期 (9世紀前半)が主体であろう。

13号住居址 (第 53図～第 58図、写真 19。 20・ 37)

位置    調査区北側の I-3、 4区に位置し、北 1.5mに H号住居址がある。

形状・規模 平面は方形を基調とし、一辺 3.5mで ある。南側は未調査となっている。カマ ドを持つ。主軸方

位は N-52° ― E。 工場基礎の撹乱により壁の一部が破壊され、北壁を 20号土坑で切られている

が、遺存状況は比較的良い。壁高は 60cmで ある。

床     貼 り床は認められなかった。

柱穴 。周溝 認められなかつた。

カマ ド   東壁の南寄りにある。カマ ド崩壊土が床面を覆 う状況で検出され、天丼部は遺存 しなかつた。焚

き口から煙道部先端まで 1.Om、 両袖部の最大幅 1.2mである。火床部から煙道部にかけて急傾斜

で立ち上がり、先端に短い煙道が付く。袖部は黄白色粘土を主体に自然石が補強材に使われる。

火床部は床面を 15cm掘 り込んで構築している。

覆土    暗褐色土が主体である。

遺物    出土遺物は、カマ ド崩壊土と火床部、及び覆上下層から床面にかけて分布 していた。遺物は土師

器の郷・甕 (小型 。大型)・ 鉢、須恵器の郷・甕、灰釉陶器の高台郭がある。いずれも破片で、完

形に復元できたものはなかった。土師器の杯はすべて甲斐型に属するが、変類は甲斐型を主体に

相模型 (34～ 36)が若干数含まれる。

器種

土師器 須恵器 灰釉陶器

甲斐型・杯類 甲斐型・甕類 相模型・甕類 武蔵型・甕類 不明細片 lTh類 甕類 碗

点数 145 7 l

勤 2.825 239 129

点数比率

(%)

第 13表 13号住居址出上上器分類表

時期    甲斐型土器編年のXI～ XⅡ 期 (9世紀末～10世紀中頃)に比定される。
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第 2節 掘立柱建物址

掘立柱建物址 2棟が発見された。それぞれ隣接する竪穴住居との併存関係が考えられる。

1号掘立柱建物址 (第 59図、写真 20。 21)

位置    調査区中央付近の G-10・ H、 H-10・ 11区に位置し、北束 7mに 2号住居址がある。 5号溝と

重複 し、南東側は工場基礎の抗乱を受ける。

形状・規模  2間 ×3間の側柱式建物で、規模は 5m四方である。主軸方位は N-55° ― E。 柱間は 2.Om～

2.4mで あるが、北西側、及び南東側の中央間が 1,Omと 狭く、P4・ P5間は幅約 50cmの溝でつ

ながっている。柱穴の平面は不整円形 と方形の 2種類があり、長軸 50cm～ 75cm、深さは35cm～55cm

である。P2は重複が見られる。Pllは規模や覆上が類似するため本遺構に加えた。

覆土    柱痕跡は認められなかつた。

遺物    P3の 覆土上層より甲斐型杯の小片 1点、炭化種子 (モモ核)3点が出土した。

時期    位置関係や形状・規模等から2号住居 と同時期、あるいは近い時期に想定される。

2号掘立柱建物址 (第 60図 、写真 21)

位置    調査区北端の I-1・ 2区に位置 し、南に隣接 して H号住居址、南東 5mに 12号住居址がある。

工場基礎の撹乱を受け、柱穴の一部を欠く。

形状・規模 2間 ×2間の側柱式建物で、規模は 3.6m四方と推定される。主軸方位は N-60° ―W。 柱間は

1,8mである。柱穴の平面は不整円形で、長軸 50cm～ 75cm、 深さは 30cm～ 40cmである。

覆土    柱痕跡は認められなかった。

遺物    P3の 覆土中から土師器甕の小片 2点、P4の覆土中から土師器の微細な破片 1点が出上した。

時期    位置関係や形状 。規模等から 12号住居と同時期、あるいは近い時期に想定される。

第 3節 柱穴列

規模・形態等が類似するピットが一列に並ぶものを柱穴列としたが、掘立柱建物址の可能性もある。

1号柱穴列 (第 61図～第 62図 、写真 22・ 23)

位置    調査区中央東側の C-9。 10、 D-10区に位置し、東端の柱穴 (Pl)は一部調査区外にかかる。

P6は 2号住居址 (新段階)を切つて構築されている。

形状 。規模 L字状に柱穴が配置され、北東から南西に 2間 (5.6m)、 南東から北西に 3間 (6m)である。

北東から南西の軸方位は N-42① ― E、 南東から北西の軸方位は N-50°  Wで ある。柱間は 2.0

m～ 3.Omだが、P4・ P5間 は 1.Omと 狭く、幅 70cmの溝でつながっている。柱穴の平面は不整

楕円形と方形の 2種類があり、長軸 0.9m～ 1.5m、 深さは 0.5m～ 0.9mである。Pl・ P3は柱

穴列の軸に対し斜めに配置される。なお、南隅 P3の対角線上に位置する4号土坑がピット状を

呈するため、全体で掘立柱建物址となる可能性もある。

覆土    Pl、 P2で柱痕跡が認められた。また、P4・ P5の覆土中から溝底面にかけての同一レベルで
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硬化面が認められた。

遺物    P3の 覆土より土師器甕の小片 3点が出上した。P4・ P5と 溝は発掘調査時に 1基の上坑として

扱っていたが、これらの残土より甲斐型甕の小片 4点、須恵器甕の小片 1点が出上した。

時期    2号 住居址 (新段階)を切つていることから、平安時代以降に推定される。

第 4節 ピット

53基を検出した (第 63図～第 66図、写真 23・ 24)。

広範囲に分布 し、規模から大小 2種類に分類できる。小型ピットは平面円形・楕円形を呈し、長軸 20cm～ 30cm

を中心に最大 40cm、 深さは 15cm～ 30cmを 中心に最深 40cmを測る。大型ピットは平面円形・精円形・不整方形

を呈し、長軸 50cm前後を中心に最大 60cm、 深さは 35cm～ 65cmを測る。 2種類のピットは混在 して分布 し、柱

穴列の可能性があるものも含まれる。切 り合い関係は、P14が 6号住居址、P16が 2号住居址 (新段階 )、 P47、

P50～ P52が 4号住居址をそれぞれ切つている。この他、前後関係は不明だが、P20が 1号柱穴列、Pllが 1号

土坑と重複する。出土遺物は、P36で 1号住居址と接合関係を持つ土師器片が出土したのみである。時期は不

明確だが、住居と近い時期か以降に推定される。

第 5節 土坑

20基を検出した。広範囲に分布する。平面形態は円形、方形、長精円形の 3種類に区分できる。出土遺物

は土師器の小片が大半で、状況から周囲の流れ込みが多いものと思われる。時期は不明確だが、出土遺物や覆

上の状況、及び住居や溝状遺構との切 り合い関係から、平安時代以降に推定される。

1号土坑 (第 67図、写真 25)

位置    D-6区 に位置し、H号ピットと重複するが、新旧関係は不明。

形状・規模 平面円形で、径 75cm・ 深さ 16cm。

覆土    暗褐色上の単層。

遺物    覆土中から土師器甕の小片 4点 (古墳時代の鬼高系、平安時代の甲斐型を含む。)が出土した。

2号土坑 (第 67図、写真 25)

位置    D-7区 。

形状・規模 平面円形で、径 100cm・ 深さ8 cm。

覆土    暗褐色上の単層。

遺物    覆土中から土師器 6点、灰釉陶器 2点が出上した。いずれも小片。

3号土坑 (第 67図 )

位置    D-7、 E-7区。

形状・規模 平面方形と思われるが、南半分が工場基礎の撹乱を受けている。北東壁の長さ約 90cm・ 深 さ 20cm。
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覆土    暗褐色土の単層。

遺物    覆土中から土師器小型甕 (甲斐型)の破片 2点が出上した。

4号土坑 (第 67図、写真 26)

位置    D-9区 。

形状・規模 平面円形で、径 90cm・ 深さ 35cm。 北側がピット状に深くなつている。

覆土    暗褐色土が主体で、壁際に褐色土が塊状に混じる。

遺物    覆土中から土師器杯 1点 (甲斐型)。 甕 3点 (古墳時代の鬼高系)が 出上した。いずれも河ヽ片。

5号土坑 (第 67図、写真 26)

位置    D-10区 。

形状・規模 平面円形で、径 100cm・ 深さ5 cm。

覆土    暗褐色土の単層。

遺物    底面で自然石 1点 (90g)が出土した。

6号土坑 (第 67図、写真 27)

位置    C-10区 。

形状・規模 平面円形で、径 85cm・ 深さ 20cm。

覆土    暗褐色上の単層。

遺物    覆土上層の壁際から土師器甕の小片 2点が出土した。

7号土坑 (第 67図、写真 27)

位置    D-11区 。

形状・規模 平面は不整円形で、長軸 88cm・ 短軸 80cm、 深さ 40cm。

覆土    暗褐色上の単層。

遺物    覆土中から土師器杯 3′点 (甲斐型)。 甕 7′点 (甲 斐型 3・ 相模型 4)、 自然石 1,点 (15g)が 出土。

いずれも小片である。

8号土坑 (第 67図 )

位置    D-10区 。

形状・規模 平面が長方形 と思われるが、北東側が試掘溝で切 られている。北西壁の残存長 110cm、 深 さ 5 cm。

覆土    暗褐色上の単層。

遺物    覆土中から土師器坪の小片 1′煮 (甲斐型)が 出土した。

9号土坑 (第 67図 )

位置    E-8区 。

形状・規模 平面は不整楕円形で、北側を 1号溝で切 られる。長軸は推定約 100cm・ 短軸 88cm、 深さ 60cm。

覆土    暗褐色上が主体で、褐色土粒・塊を多く含む。

遺物    覆土中から土師器甕の小片 2点が出土した。
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10号土坑 (第 67図 )

位置    G-9区 。

形状・規模 平面は円形と思われるが、東側を 3号溝で切 られている。南北 120cm、 深さ 20cm。

覆土    暗褐色上が主体で、炭粒や白色粘土粒が混 じる。

遺物    覆土中から土師器甕の小片 3点 (甲 斐型 2′点、相模型 1′点)が 出上した。

11号土坑 (第 67図、写真 28)

位置    E-11区 。

形状・規模 平面は長精円形で、隅丸方形の上坑にテラス状の張り出し部が付く。長軸 1.85m・ 短軸 1.Om、

深 さ 30cm。

覆土    暗褐色上が主体である。

遺物    覆土中・上層の壁際を中心に、土師器郵 3点 (甲斐型 2)、 甕 4点 (すべて甲斐型)の小片、焼成

壮土塊 1点、一部が黒く煤けた自然石 1点 (285g)が 出上した。

12号土坑 (第 67図、写真 28)

位置    E-10、 11区。

形状・規模 形状は 11号土坑に類似する。長軸 1.55m・ 短軸 1.Om、 深さ 20cm。

覆土    暗褐色土が主体である。

遺物    覆土上層の壁際を中心に、土師器杯 1点 (甲斐型)、 甕 6点 (甲斐型 5。 鬼高系 1)の小片。

13号土坑 (第 68図、写真 2め

位置    I― H tt。

形状・規模 平面は長方形で、長軸 1.5m・ 短軸 0.55m～ 0.8m、 深さ 25cm。

覆土    暗褐色上が主体で、下層に褐色上が多く混じる。

遺物    覆土中から、土師器郷 1′点 (甲斐型 )、 甕 1サ点の小片が出土した。

14号土坑 (第 68図、写真 28)

位置    K-7区 。

形状・規模 平面は台形状で、長軸 1.3m・ 短軸 上.Om、 深さ8 cm。

覆土    暗褐色上の単層、炭粒・焼土粒を多く含む。

遺物    覆上の壁際で、土師器甕 1点 (甲 斐型)の小片が出上した。

15号土坑 (第 68図、写真 28)

位置    J-6区 。

形状・規模 平面精円形で、長軸 76cm・ 短軸 70cm、 深さ 10cm。

覆土    暗褐色上の単層。

遺物    なし。
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16号土坑 (第 68図 )

位置    K・ L-17区。 9号住居址を切つて構築されている。

形状・規模 平面は長方形で、長軸 1.35m・ 短軸 0.5m～0.6m、 深さ 50cm。

覆土    暗褐色上が主体で、焼土粒・ 白色粘土粒が混じる。

遺物    覆土上層の壁際から土師器甕 8点 (鬼高系)、 最下層の壁際から須恵器甕 1点の破片が出上した。

17号土坑 (第 68図 )

位置    H-16区 。北東側が調査区外にかかる。

形状 。規模 平面は長方形、あるいは溝状と思われ、北壁の残存長 1,lm・ 西壁 0.68m、 深さ 5 cm。

覆土    暗褐色土の単層。

遺物    なし。

18号土坑 (第 68図 )

位置    D-10区 。

形状・規模 平面は台形状と思われるが、全般に壁が削平され、西側が試掘溝で切られるなど遺存状況は悪い。

長軸 1.3m・ 短軸 1.Om～ 1.2m、 深さ5 cm以下。

覆土    暗褐色上の単層。

遺物    覆土中から土師器不 2点 (甲斐型 1)・ 甕 3点 (甲斐型 2)・ 破損した自然石 1点 (995g)、 底面で

須恵器の甕片 1点が出上した。       ・

19号土坑 (第 68図 )

位置    H-3区 。

形状・規模 平面は長方形で、長軸 1.28m・ 短軸 0,75m～ 0。 85m、 深さ 25cm。

覆土    暗褐色上が主体である。

遺物    覆土中から土師器イ 1点 (甲斐型で内面に暗文)、 甕 4点 (相模型を含む)の小片が出上した。

20号土坑 (第 68図、写真 28)

位置    I・ 」-4区。

形状・規模 平面は不整円形で、直径約 1.5m、 深さ 38cm。 南東側を 13号住居址と重複する。

覆土    暗褐色上が主体で、下層から壁際に褐色上が堆積する。

遺物    履土中から土師器甕 4′ミ (甲斐型、相模型を含む)の破片・小片が出上した。

第 6節 溝状遺構

10条 を検出し、概ね北東から南西方向に軸が揃っている。主な分布域は 2号住居周辺と調査区南端の 2ヶ

所に分けられる。 2号住居周辺では 5条が散在 し、全長は 2.3m～ 6.Omまで様々である。長軸方向の両端の壁

が斜めに立ち上がるのに対し、短軸方向の断面形は袋状を呈する特徴がある。一方、調査区南端では4条が集

中して検出され、9.5mが最長である。壁は垂直気味に立ち上がるが、7号溝の北東端の壁は斜めに立ち上がる。
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覆土は、基本土層第Ⅱ層に由来する暗褐色上に褐色土粒・塊を含み、流水の痕跡は認められなかつた。出土

遺物は土師器・須恵器 。陶磁器・4邑文土器 。自然石 (小石～拳大)な どがあり、状況から周囲の流れ込みと思

われる。時期は不明確だが、遺構との切 り合い関係から、大半が平安時代の住居より新 しいものと想定される。

1号溝 (第 69図 )

位置    D-7、 E-7、 E-8区。

形状・規模 全長 3.6m、 幅 0.8m～ 1.Om、 深 さ 40cm。 長軸方向 N-36° ― E。 北東端は工場基礎の撹乱を受

け、南西端は 9号土坑を切つている。短軸方向の断面形は箱型を呈するが、壁の一部はオーバー

ハング気味に立ち上がる。

覆土    暗褐色土 (粘性やや強く、締まり弱い)が主体となる。

遺物    覆土中から土師器郭 5点・篭 28点 (甲斐型を主体に相模型・鬼高系が混 じる)、 焼成粘土塊 2点、

自然石 15点 (総重量 450g。 破損率 40%、 2点は被熱により赤化)が出土した。

2号溝 (第 69図、写真 29)

位置    E・ F-10区。

形状・規模 全長 6.Om、 幅 0。 7m、 深 さ 50cm。 長軸方向 N-51° ― E。 短軸方向の断面形は袋状を呈し、長

軸方向の両端の壁は斜めに立ち上がる。

覆土    暗褐色上の単層 (粘性やや強く、締まり弱い)で、炭粒・焼土粒を多く含む。

遺物    覆土中から土師器不 20点・甕 57点 (甲斐型を主体に相模型・鬼高系が混じる)、 須恵器鉢 4点・

甕 2ザ点、縄文土器 2′点、自然石 53′点 (総重量 2250g・ 破損率 21%、 2点は被熱により赤化や煤け)

が出土した。

3号溝 (第 69図、写真 2の

位置    G-8。 9区。

形状・規模 全長 3.3m、 幅 0.6m～ 0,7m、 深 さ 75cm。 長軸方向 N-16° 一 E。 10号土坑を切つている。短軸

方向の断面形は袋状を呈し、長軸方向の両端の壁は斜めに立ち上がる。

覆土    暗褐色土 (粘性やや強く、締まり弱い)を主体に4層に分けられる。

遺物    覆土中から土師器甕 15点 (甲 斐型・鬼高系)、 須恵器邦 4点・甕 2点、自然石 24′点 (総重量 505g・

破損率 50%、 1点は被熱により赤化や煤け)が出土した。

4号溝 (第 69図 )

位置    H-10区 。

形状・規模 全長 2.5m、 幅 0.6m、 深 さ8 cm。 長軸方向 N-60° 一 E。

覆土    暗褐色土 (粘性やや強く、締まり弱い)。

遺物    覆土中から土師器の小片 4点 (甲 斐型 。相模型)が 出上した。

5号溝 (第 69図、写真 29)

位置    H-10・ H区。

形状・規模 全長 3.6m、 幅 0.6m～ 0.7m、 深さ 30cm。 長軸方向 N-46° ― E。 短軸方向の断面形は袋状を呈
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し、長軸方向の両端の壁は斜めに立ち上がる。

覆土    暗褐色土 (粘性やや強く、締まり弱い)を主体とする。

遺物    覆土中から土師器郷 3点・甕 7点 (甲 斐型を主体に相模型が混じる)、 自然石 4点 (総重量 170g。

すべて破損)が 出上した。

6号溝 (第 70図 )

位置    K-16・ 17区。南西側が工場基礎の撹乱で失われている。

形状・規模 現存長 4.3m、 幅 0。 4m～0.6m、 深さ 35cm。 長軸方向 N-50° ― E。 断面形は箱型。

覆土    暗褐色土 (粘性、締まり弱い)の単層。

遺物    覆土中から土師器甕 8点 (甲 斐型 。鬼高系)、 須恵器イ 2点、自然石 3点 (総重量 20g。 すべて破

損)が 出上した。

7号溝 (第 70図、写真 2の

位置    J-16・ 17、 K-17区。 3号住居 。9号住居を切る。

形状・規模 全長 9,5m、 幅 0.5m～ 0.65m、 深さ 58cm。 長軸方向 N-47° 一 E。 断面形は箱型。

覆土    暗褐色土 (粘性、締まり弱い)の単層。

遺物    覆土中から土師器鉢 2′点・甕 2点 (甲 斐型が主体)、 須恵器郷 1ッ煮、灰釉陶器婉 1′点、陶器播鉢 2

点、自然石 2点 (総重量 20g。 すべて破損)が出土した。いずれも小片である。

8号溝 (第 70図、写真 2の

位置    J・ K-17、 K・ L-18区。 7号溝に近接し、南西端は調査区外にかかる。 9号住居を切る。

形状 。規模 現存長 8.8m、 幅 0.5m～ 0.55m、 深 さ 45cm。 長軸方向 N-53° ― E。 断面形は箱型。

覆土    暗褐色土 (粘性、締まり弱い)を主体とする。

遺物    覆土中から土師器甕 10,点 (甲 斐型などが混在)、 磁器坑 2,点、自然石 31点 (総重量 715g。 破損

率 58%)が 出土した。

9号溝 (第 70図 )

位置    J-17、 J・ K-18区。南西端は調査区外にかかる。北東側は工場基礎の撹乱を受け、失われてい

る。 5号住居を切る。

形状・規模 現存長 4.Om、 幅 0.55m、 深さ 18cm。 長軸方向 N-48° 一 E。

覆土    暗褐色土 (粘性、締まり弱い)の単層。

遺物    なし。

10号溝 (第 69図 )

位置    J・ K-6区 。

形状・規模 全長 2.4m、 幅 0.65m、 深さ 15cm。 長軸方向 N-50° 一W。

覆土    暗褐色土 (粘性弱く、締まり強い)の単層。

遺物    覆土中から縄文土器 2点、打製石斧 1′煮 (165g・ 破損)が出土した。
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第Ⅳ章 まとめ

第 1節 遺物

(1)出土土器について

住居址の出土土器から概ね 4時期に区分 し、これをもとに編年的な位置付けを考えてみたい。

第 1期

10号住居址。土師器邦・長月同甕 。胴張甕、菱の下半部を鉢に転用 したものがある。調整にヘラ削りが多用さ

れる。 7世紀代に比定。

第 2期

1号、 8号住居址。土師器小型甕 。小型球胴甕・長胴甕・胴張甕が出上し、杯類を伴わない。 8号住居では

土師器小型短頸壺、須恵器甕 (転用硯)も 出土している。土師器甕類の大半は内外面をナデ仕上げした相模型

で占められる。長胴甕は宮久保編年 (長谷川 1990)の C3類に相当すると思われる。小形甕は C2類～C4類

の範疇で捉えることができるが、8号住居址の小型甕 (第 40図 1)は底径が 9.8cmと 大きく、より古い様相も

認められる。現段階では時期区分を宮久保編年Ⅳ期～V期 に対比する。 8号住居址の小型球胴甕 (第 40図 2)

は横 。斜めのヘラ削りが多用された薄手の作 りで、いわゆる武蔵型である。鉢に転用されている。小型短頸壷

(第 41図 9)はロクロ成形で、底部に回転糸切 り痕を残す。精選された胎土や焼成の良さは甲斐型杯に類似す

る。

第 2期の年代は 8世紀中葉から8世紀後半代に推定しておきたい。

第 3期

H号、12号住居址。土師器邦・郷蓋 。小形甕・甕・鉢・羽釜、須恵質土師器の小型短頸壷、須恵器杯 。甕が

出土した。土師器杯類はすべて甲斐型に属す。H号住居床面出上の郵 (第 49図 1)は 日径 10.Ocm、 器高 4.2cm、

底径 5.3cmで 、他の遺存状況の良い邦も同様の数値を示す。ロクロ成形で、器面調整は体部内面に放射状暗文、

底部外周から体部下半をヘラ削りすることから、甲斐型土器編年のⅧ期に相当する。なお、ヘラ削りには体部

下半を斜めに削るものと、底部との境を横方向に不規則に削るものとがある。土師器甕類は甲斐型 。相模型・

武蔵型が見られるが、量的に相模型が主体を占めている。相模型甕は内外面ナデ調整を基本とし、内面に細か

なハケロが残るものもある。甲斐型甕のうち 11号住居床面出上の小型甕 (第 49図 6)は 口径 16.8cmと 推定さ

れ、日縁部は薄く作られる。他の口縁肥厚の鉢や羽釜は混入の可能性が高い。月ヽ型短頸壷 (第 49図 H、 第 52

図 14)は小片で、焼成は不良である。須恵器郭は推定口径 12.3cmと 15,7c印 があるが、いずれも覆土中の出土

で混入の可能性が高い (第 52図 10、 H)。 墨書土器は 1点 (第 52図 3)だが、判読不能である。

第 3期の年代は 9世紀前半代と推定される。

第 4期

2号 (新・旧)、 4号～ 7号、13号住居址。この他、 3号、 9号住居址も本期に該当する可能性がある。土

師器不 。皿・小形甕・甕・鉢・羽釜、須恵器郭 。甕・壺、灰釉陶器高台碗・甕 。壷が出土した。土師器郷類・

甕類共に甲斐型が圧倒的に多数を占める。杯はロクロ成形で、器面調整は底部から体部下半をヘラ削りし、日

縁部は肥厚する。日径は概ね 12cm～ 15cmの 範囲に収まるが、13cm前後のものが多い。このこ≧から甲斐型土

器編年のXI期～XⅡ期に比定できる。皿は底部の回転糸切 り痕の一部が未調整のまま残るものが多い。日径

は概ね 12cm～ 13cmの 範囲に収まる。甕は肥厚口縁で、内外面にハケロ調整が残る。 2号住居 (旧 )の床面資料

である須恵器邦 (第 18図 23)は 口径 13.3cm、 器高 4.2cm、 底径 5.Ocmで、底部に回転糸切 り痕を残す。南多
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摩窯G5窯式に比定できる。墨書土器は多く、判読できたもので「作」?。「基」(2号新)、
「本」。「丈」(2号旧)、

「仁」 (5号 )、
「上」。「基」(7号)が ある。

第 4期の年代は 9世紀末～10世紀中頃と推定される。

以上、7世紀～10世紀中頃までの土器変遷を確認 したが、8世紀前半代と9世紀後半代は資料が乏しく様相

が不明確である。土師器の変遷を見ると、邦類は第 2期の様相が不明だが、第 3期から第 4期に甲斐型が主流

を占めた。相模型イは各期を通 じ破片 1点のみであつた。これに対し、甕類は第 2期で相模型が主流を占め、

その傾向は第 3期まで続くが第 4期には甲斐型で占められる。武蔵型密は各期を通 し数が少なく客体的存在で

ある。このように、第 2期から第 4期 (8世紀後半代～10世紀中頃)にかけて相模型土器から甲斐型土器への

転換が見られ、甲斐型邦が甕に先行 して主流を占める第 3期 (9世紀前半代)が転換の画期 と捉えられる。

(2)銅製餃具について

8号住居址の床面から1点出上した。帯金具のバックル部分に当たるが、単体での出土で他に関連する遺物

はないため鋳帯、馬装のいずれに伴 うものかは不明である。同種の遺物は山梨県東部地域 (古代甲斐国都留郡)

で初めての出土である。刺金が横軸と一体 となつてT宇形になる形態であるが、このような鋼製餃具は山梨県

外の各地で確認され、いずれも同形同大であることや、大半が集落跡や建物群から単体で出土していることが

指摘されている (1)。 餃具の時期については、製品として本来の機能を有 した時期から住居内に遺棄あるいは

遺失された時点に時間差が想定されることから、 8号住居址の出土土器で想定 した 8世紀後半代よりさかのぼ

る可能性もあろう。

上野原市域では古墳時代から奈良・平安時代の遺跡が多く確認されている。 とくに上野原台地とその近隣で

は、塚場の古墳群や、古墳時代の鉄製直刀 3点の出土例が報告されている他 (2)、 狐原遺跡で古墳時代前期か

ら後期にかけての集落址が発見されるなど、古墳時代に一定の権力基盤が存在 していたことを想定させる。一

方、上野原市を含めた山梨県東部地域は古代の行政区画で甲斐国都留郡に属 し、桂川沿いに複数の郷が点在 し

ていたことが知られている。大間々遺跡の所在する上野原台地は古郡郷の比定地とされ、その郷名は都留郡衛

の移転に伴 う初期郡衛の遺称と考えられているが、これを立証する考古学的知見は得られていない。

このように古墳時代から律令期にかけて、大間々遺跡周辺は桂川流域で重要な拠点地域だったことが考えら

れる。銅製餃具の発見は、在地首長層あるいは律令官人の存在を想起させる遺物 として注目されるが、この他

に官術 との関連を示す遺構 。遺物は確認されていない。

(1)冨永里菜「馬具の帯金具」『鋳帯をめぐる諸問題』奈良文化財研究所2002

(2)塚場の古墳群は上野原台地西方に位置するが、現在宅地化され詳細は不明。鉄製直刀は上野原台地と桂川に挟まれた新田地区の無名墳

で出土したとされているが、詳細な出土地は特定できていない (『山梨県史』資料編2 原始・古代2考古 (遺構・遺物)1999)。

第 2節 遺構

(1)竪穴住居址について

先の時期区分から竪穴住居址の特徴を概述する。住居址は 13軒だが、さらに周囲に広がるものと思われる。

第 1期

1軒のみである (10号 )。 平面長方形 (一辺 2m～ 3m)で小型。主軸は北東方向。カマ ドを持つ。

第 2期

2軒が隣接 して立地する (1、 8号 )。 いずれも平面長方形 (一辺 4m～4.5m)で比較的大型。主軸は北東
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方向。カマ ドは石組・粘上に土器を補強材 として用いる (8号)。 出土遺物は銅製の餃具 (1号 )、 仏鉢状の上

器や小型短頸壷 (8号)があり特異性が見られる。

第 3期

2軒が隣接 して立地する (11、 12号 )。 11号住居址は平面長方形 (一辺 3m前後)の小型で主軸は北方向で

ある。12号住居址は平面方形 (一辺 3,7m)の 中型で、カマ ドと炉が付設される。主軸は北西方向で、隣接す

る2号掘立柱建物址を伴 う可能性がある。両住居は規模や位置関係から造営時期に時間差が考えられる。カマ

ドは石組 (11号 )が ある。

第 4期

8軒が該当し (2号新・十日、 3号～ 7号、 9号、13号 )、 最も多い。規模別に大 。中 。小に分類できる。

大型は 2号住居址が該当する。本住居は建て替えによる拡張が見られ、旧段階で一辺 4.5m、 新段階で一辺

5,6mを浪1る 。平面方形で主軸は北東方向である。遺構は壁柱穴が巡 り、他の住居に見られない特異な構造であ

った。新段階では 7号住居に面した南東壁に柱穴のない空間があり、ここを出入口と想定できる。旧段階では

カマ ド・炉・床下粘土土坑を伴 うが、新段階では大きな焼土遺構が見られるのみとなる。

中型は 5軒 (3号、4号、 7号、13号)が該当する。平面は長方形 。方形で一辺 3m～ 4mを沢1る 。主軸は

北西か北東方向である。カマ ドは石・粘土造りが多い。 4号住居址は炉を伴 う。

小型は 2軒 (5号、 6号、 9号)が該当する。平面は方形基調・不整台形で一辺 2m～ 3mを測る。主軸は

北西か北東方向である。カマ ドは石・粘土造りで、 9号住居址は 2基のカマ ドを伴 う。

住居の分布は主に調査区東側 と南側に偏在し、各規模の住居が混在 して一群を形成する。大型の 2号住居址

を除き、重複なく分布する。東側の一群は大 。中・小型の住居からなり、大型の掘立柱建物を含めて相互に関

連性がある。南側の一群は中・小型の住居からなる。この他、中型の住居 1軒が調査区北側に位置する。

(2)8号住居址について

この住居は第 2期に属し、焼失住居である。床面に残された土器はすべて甕類 (小型密、転用鉢、長月同菱、

胴張甕)で、他に須恵器甕の転用硯がある。郷・皿といつた食膳具はない。転用鉢は小型球月同甕の中位以下を

用いたもので、短く内湾する上端部や尖り気味の底部など形態的な特徴は仏鉢に類似する。住居は覆上の状況

から焼失後に短期間で埋め戻された可能性が強く、覆土上面で検出された土師器の小型短頸壷は住居廃棄に伴

う儀礼的行為に用いられた可能性も考えられる。他住居にない 4本柱穴構造や竪穴の廃棄過程、偏つた器種構

成は住人の特異性を反映したものとも考えられ、仏教関連遺物 (仏鉢状の土器や小型短頸壷)や転用硯から僧

の関わりも想定できる。

(3)2号住居址を中心とした建物群について

第 4期の 2号住居址、 7号住居址、 1号掘立柱建物址は調査区東側で一群を形成 し、相互に関連性が指摘で

きる。 2号住居址と7号住居址は出土遺物に接合関係が認められることや、墨書土器に同一文字「基」が使われ

ること、モモ核が 1号掘立柱建物址とともに出上していることが挙げられる。さらに 2号住居址と1号掘立柱

建物址は規模や位置関係で関連が強い。このことから、大型の竪穴住居と掘立柱建物に中 (小)型の竪穴住居

が付随する建物構成であつた可能性が指摘でき、周囲に遺構の乏しい空白域が存在することから、他の住居 と

一定距離を保つて構築された、一般農民層と異なる有力者の居宅であった可能性も考えられる。

つぎに各遺構の機能について考えてみたい。 2号住居址は、カマ ドと炉を併設する空間から大きな焼土遺構

を持つ広い空間に改築されていて、炉を中心とした何らかの作業機能が拡充されたことを想定させる (1)。 そ
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して、改築によつて失われた居住及びカマ ドによる炊事機能を補完するため、大型の掘立柱建物や、カマ ドを

持つ中 (小)型の竪穴住居が構築されたと考えられないだろうか。すなわち、住居と作業場を兼ねた竪穴建物

から、住居 (掘立柱建物)、 作業場 (大型竪穴)、 炊事場 (中型竪穴)に機能分化したことが想定される (2)。

2号住居址の廃絶後、これに一部重複 して 1号柱穴列が構築される。 1号柱穴列は柱間の一部が溝でつなが

るッ点で 1号掘立柱建物址と同じ系譜で捉えられ、 2号住居址の廃絶後は掘立柱構造を主体とした建物群に移行

したものと思われる。

以上、説明に強引さは否めず、さらに分析が必要だろう。先学諸氏のご批判 。ご指導を賜われば幸いである。

(1)炉 を伴う竪穴住居址は大間々遺跡で第 3期 。第 4期に 3軒確認されている。こうした建物の機能については、炉を必要とする種々の生産

活動が行われていたものと推測されているが (2005加 藤他)、 大間々遺跡では物証が少なく不明確である。

(2)類例に、大問々遺跡の下流約 5kmに位置する神奈川県嵯峨遺跡がある。平安時代の集落址で、10世紀前半の作業場 (壁柱穴構造の竪穴)

と住居 (カ マ ドを持つ竪穴)が 2軒 1単位として報告されている (1987滝澤他)。

第 3節 炭化種子について

遺構の覆上を水洗選別 した結果、食用とされる炭化種子が第 3期・第 4期 (9世紀前半～10世紀中頃)の竪

穴住居址から多数検出された (種子の分析結果は付篇参照)。

特に多いのがアフ・ヒエといった雑穀類で、次いでコムギ等のムギ類が見られる。イネはごくわずかであっ

た。これらは主にカマ ドや炉の内部から検出されていて、 2号住居址 (旧 )の床焼土面から多量に検出された

アワ。ヒエは、カマ ドの清掃あるいは解体処理に伴い集積された可能性が高い。水田の少ない山間地において、

雑穀類やムギ類が主要な栽培植物であったことをうかがわせる。

モモは、第 4期の 2号・ 7号住居址及び 1号掘立柱建物址から出土した。住居ではカマ ド周囲や炉の内部、

掘立柱建物では柱穴の内部から検出されている。大間々遺跡におけるモモの用途は不明であるが、大型建物群

に限定した出土で雑穀やイネ類とは対照的な有 り方を示すことから、一般的な食糧というよりは、一定以上の

地位の者が入手できた稀少品 (食用・薬用等)、 あるいはモモに古来より邪気を払 う呪力があるとする考えがあ

ることから祭祀的行為に用いられた可能性は想定できよう。

第 4節 まとめ

大間々遺跡の所在する上野原台地は、古代都留郡の古郡郷、そして都留郡衛の移転に伴った初期郡衛が所在

した地域とも考えられていた。また、延暦 16年 (797)の 甲相国境論争 と深い関わりが指摘される地域でもあ

った。 しかし遺跡発掘調査の事例が少なく、考古学的な立証が永い間困難な状況が続いている。このような中

で行われた大間々遺跡の発掘調査で、台地における古代集落址の様相がわずかながら明らかになってきた。

大間々遺跡では、 9世紀前半頃を境に相模型から甲斐型へ土器の転換が認められ、当地における甲斐国の影

響力が強まっていく過程を示している。また、8世紀代に律令官人や僧など特異な階層の存在が想定される他、

9世紀末から 10世紀前半頃に比較的大規模な建物群が出現するなど、一般農民層だけにとどまらない多様な階

層社会が当地に形成されていたことをうかがわせる。周辺の調査事例の蓄積が望まれるところである。
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2 橙色上 やわらかい焼亀
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第 5図  1号住居址,カマ ド
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暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。焼土粒・炭

粒・褐色土粒やや多い。黒色スコリア多い。

第 1層を基調に焼土粒多い。

焼土。

粘性強く、締まりやや強い。触感ざらつく。

焼土粒・炭粒・黒色スコリア・灰自色土粒

やや多い。
褐 色 土 黄褐色土多し、 貼り床。

Pl土層

1 黒 褐 色 土 粘性、締まりやや強い。炭粒 (lcm以 下)多い。

褐色土粒・自色粘土粒やや多い。

2 黒 褐 色 土 第 1層と同質だが、炭粒を含まない。

3 暗 褐 色 土 粘性強く、締まり弱い。 白色粘土粒多い。

4 灰黄褐色土 締まり弱い。触感パサパ塊 白色粘上粒多い。

5 灰黄褐色土 第 4層 を基調に硬質ローム塊 (2～ 3 cll)含 む。

6 灰黄褐色土 締まり弱い。触感パサパ塊

第9図  2号住居址 (新 )
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l H首褐色土 粘性、締まりやや強い。炭粒少量。

2 暗掲色土 粘性、締まりやや強い。焼土粒少量。

3 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。触感パサパ塊

4 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。触感パサパ塊

5 褐 色 土 粘性強く、締まりやや強い。 ローム塊

(2cm以下)多い。

6 褐 色 土 粘性強く、締まりやや強し、 ローム塊

(2cm以下)多し、

7 褐 色 土 硬質ローム塊。

8 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。触感パサパ坑

2
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5
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暗 褐 色 土 粘性、締まり弱い。焼土粒・炭粒・灰白色土粒多い。

褐 色 土 粘性やや強く、締まり弱い。褐色土・黄褐色粘土粒多い。

褐 色 土 粘性やや強く、締まり弱い。褐色土多く、黄褐色粘土粒やや多い。

暗 褐 色 土 粘性やや強く、締まり弱い。焼土粒・炭粒多い。

にぶい褐色土 粘性強く、結まり弱い。焼土粒・炭粒、及び黄褐色粘土粒・塊 (2 cm以下)多い。上器細片多い。

暗 褐 色 土 粘性弱く、締まりやや強い。焼土粒・炭粒・黒色スコリアやや多い。灰白色土粒多い。

上 坑 覆 土

炉 覆 土

にぶい掲色土 粘性強く、締まり弱い。焼土粒・炭粒、及び黄褐色粘上粒・塊 (2 cm以下)多い。

黒 褐 色 土 粘性、締まり弱い。焼上粒少量。

褐 色 土 粘性、締まり強い。貼り床。

暗 褐 色 土 粘性、締まりやや強く、上面は硬質。褐色土・ローム塊多い。貼り床。

褐 色 上 粘性弱く、結まり強い。焼土粒・白色粘土粒・暗褐色土粒多い。

暗 褐 色 上 粘性、締まりやや強い。炭粒・白色粘土粒少量。

第 11図  2号 住居址 (旧 )
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第 12図 2号住居址 (旧 )カマド,炉,土坑

-34-



工場基礎
コンクリート

‐
う

1号柱穴列ピット

2号住居址 (新 )

(1/60)

第 13囲  2号住居址 (旧)掘 り方

-35-

2m



キ。一一一a

●土器

O石

0      (1/CO)      2.m

・

　

０
・
　
●．　．嘴４一・．　一。・・・Ｊ．．．　。一一一一一静一・・．

・　工一一。・．“れ　。Ъ・。Ｐ
〔卜

∴
　
♂

・

●
や

●
●・
・

・
“

a _.

第 14図  2号住居址 (旧 )遺物分布図

-36-



第 15図  2号住居址 (旧)遺物接合図―不類―
2m

-37-



a十 ~・

第 16図  2号住居址 (旧 )遺物接合図―妻類一

-38-

(1/60) 2m



齢
鶴

電下マ 司

冠ッ/ 呼′π

:二
学

巧

―型硼戯離itタタ
ー

=に=デ
ジ多

τi

＼ヽ
==」===少絶

二
党

/

第 17図  2号住居址 (旧 )出土遺物-1-

-39-



糾

25

第 18図  2号住居址 (旧 )出土遺物-2-

-40-



飴て3 記

て

第 19図  2号住居址 旧

　

　

一-41

)出土遺物-3-
10cm



鯵

∠T生ご

一

^め

第 20図  2号住居址 (旧 )出土遺物-4-

-42-



第 21図  2号住居址 (旧 )出 土遺物-5-

①

-43-

〇



3号住居址土層

1 暗褐色土 粘性、締まり弱い。黒色スコチア多い。焼土粒・炭粒ややや多い。
2 暗褐色上 ―粘性弱く、締まりやや強い。焼土粒■炭粒多い。
3 暗褐色土 粘性弱く、締まり強い。褐色上 (lcm以下)やや多い。擁土粒・炭粒 `黄白色粘土粒やや多い。
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第 23図  3号住居址 出土遺物
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2 暗褐色土 粘性、締まり弱い。触感′くサパチ。焼上粒やや多いも

黄白色粘土粒ごく少量。
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5号住居址土層

暗 褐 色 土 粘性、締まり弱い。焼土粒・炭粒・黄白

色粘土粒多い。

カマ ド覆土

0      (1/60)     2m
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カマド土層

と 暗 褐 色 土 粘性、締まり強い。焼土粒・褐色粘土粒やや多い。

2 にぶい褐色土 粘性、締まり強い。焼土粒・炭粒・褐色粘土粒やや多い。

3 橙 色 土 軟質の焼土。

4 暗 褐 色 土 粘性弱く、締まり強い。焼土粒 。塊 (l cm)、 黄白色

粘土粒・塊 (l cm)、 炭粒多い。

5 黄白色粘土 焼土粒・炭粒 。暗褐色上粒が多く混じる。
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5号住居址,カ マ ド,出土遺物
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6号住居址土層

暗 褐 色 土 粘性、締まりやや強い。

焼土粒・炭粒・黒色ス

コリアやや多い。褐色

土粒・塊 (5 clll)少量。

カマド覆土

(1/60)

土器分布図

粘性弱く、締まり強い。黄白色粘土・焼土多い。フト石 (1

cm)やや多い。天丼部。

粘性弱く、締まりやや強い。黄白色粘土・焼土粒・炭粒少量。

粘性弱く、締まりやや強い。黄白色粘土・焼土粒・炭粒多い。

粘性やや強く、締まり弱い。黄白色粘上・炭粒多い。焼土粒

少量。袖部。

粘性弱く、締まり強い。焼土粒・炭粒多い。黄白色粘土粒・

小石 (l cm)やや多い。

軟質の焼土。焼土塊 (2 cm以 下)・ 炭粒・暗掲色土粒やや多

く混じる。

焼土純層。

粘性強く、締まり弱い。黄白色粘土粒・塊多い。袖部。

カマ ド

2m

２

　

　

　

０

ω

ｌ
ｌ
‐
、

．

ヽ

。2643c

カマ ド土層

1 暗 褐 色 土

2暗 褐 色 土

3 にぶい褐色土

4暗 褐 色 土

5 にぶい褐色土

6橙 色 土

7橙 色 土

8 暗 褐 色 土

第 27図  6号 住居址 ,
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カマ ド構築土
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第 28図  6号住居址 出土遺物 -1-
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カマド粘上分布範囲

(1./601 2‖

ア号住居址土唐

1 暗褐色土 精性、締まり弱いo焼土粒・炭粒 ●黒色スロ,ア多い。

2 暗褐色上 第 1層を基調に黄色粘土粒 (5 1BIn以 下)多いと

, 晴褐色―土 粘性、締まり弱鳴 貴色粘土粒 (l cm以下)多 Vヽ 擁1上粒・炭粒

やや多い。

暗褐色上 粘性やや強く、締まり弱い。褐色土塊 (1●■～
'cmJや

や多▼―、

燒土粒・ 炭粒・黒色スコッアやや多い.。

暗褐色上 粘性やや強く、締まり弱ぃ。焼土粒多い。焼土塊 (1●れ～2.cm)少 !義

炭化材 (l cnlやや多ヤ■

黒褐色土 雅性やや強く、締ま

'や

や弱い。

第 30図  7号住居址
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.2041c,

カマド主層

l 暗・褐―色士

2暗 福営上

3 に事ヤ`概色土

4-暗 ―
蜀営土

5麻 褐 色 上

組 締まり蒻いょ黄白色粘土粒・

焼J策勢ェ騰妙 基

粕桂やや強く、結事,調ャヽ 擁上社

多ヽ モ燒土舞(●o■以下)・ 黄自色

粘と靖褐色土が経在う税 汐鵡υ,氏

縦 、縦期嚇しヽ 黄白色粘上射 (-2

cln ttn多 し、1鈍圭擁やや歩い|

粘牲非常臣強く、綺まり覇▼▼擁主層。

情褐色上粒j塊やや多く―滋じる。炭

糧少嘉

91

Ю

情 構 色土 1粕性増 強く、絡ま,瞬 V｀o黄●●

粘士粒・焼上粒少量 ―

に出 務ヽ色土 贈性強く、縦ま,蒻ヤ■ 焼土粒・炭

粒多い。

晴1褐 色主 猫性強く、維まりや々弱▼ヽ 女歯●

絡土・雅ヒ(lcm-2cml持 鬱ヽ対二

暗■色上 器性強(、 締ます,セ I焼 ELu多サ、|

1暗
―編色上 窮I層とめ携は不鮮明Ⅲ煮■4猶上

粒やや多Vヽ|

暗欄色上 始性弱く、締言ゆやや義イ、黄白色

絡上紅・幾上経多↓拓

I●群,泊色士 粘性強く、絡まり隷L糞白色粘土経
―

燒主粧多Vゝ

ta黄褐色上 粕欧 籍まり禁 詢とヽ Jヽて(3醜

→ 勢 I袖競

141糞白ξ粘土 神競

C――=●

O

∧
ヽ

―

う

，ヽ

房
　
　
Ｃ

ρ
〆
　
ノ
ｒ
ｔ
＼

フ号住居址カマ ド

ー 53-

カマド構築土

(1/30 lm
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8号住居址土層

1 暗 褐 色 土

2黒 褐 色 土

3 カマ ド覆土

4暗 褐 色 上

5 暗 褐 色 上

6 P4覆 土

・
―
―
―
１
０

粘性弱く、締まりやや強い。橙色・黒色スコリア多い。焼土粒・炭粒やや多い。

粘′性やや強く、締まり弱い。黒色スコリア・焼土粒・炭粒・褐色土やや多い。

粘性弱く、締まりやや強い。軟質の焼土層。炭化材 (3 clll以下)多い。

粘性、締まり弱い。炭粒やや多い。

.2635d,

第 36図  8号住居址

-58-

(1/60)



d―――・ ,2642d,

第 37図  8号住居址 カマ ド

土粒多い。

4 にぶい褐色土 粘性、締まり弱い。白色粘土粒・焼

土粒・炭粒多い。

粘性、締まり弱い。焼土粒・炭粒・

炭化材 (l cm)・ 白色粘土粒やや多い。

粘性やや強く、締まり弱い。白色粘

土粒多い。焼土粒やや多い。袖部。

第 1層 と同質だが、白色粘土粒・焼

粘性やや強く、締まり弱い。焼土粒・

炭粒やや多い。

粘性、結まり弱い。触感パサパサ。

焼土粒・炭粒多い。月ヽ石 (l cm以 下)

少量。

粘性強く、締まり弱い。軟質の焼土。

下面は鮮やかな橙色を呈し、硬い。

第 7層 と第 9層の混合。

粘性、締まり弱い。粒子が粗く、触

感ざらつく。

粘性弱く、締まり強い。白色粘土粒・

焼土粒・炭粒多い。

粘性弱く、締まり強い。焼土粒・炭

粒多い。白色粘土粒少量。

軟質の焼土。暗褐色土粒が混じる。

カマ ド土層

1 暗 褐 色 土

2暗 褐 色 土

3暗 褐 色 土

5暗 褐 色 土

6 暗 褐 色 土

7橙 色 土

8 にぶい褐色土

9 にぶい褐色土

10暗 褐 色 土

11暗 褐 色 土

12橙 色 土

13白 色 粘 土

(1/30)

掘り方

-59-
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吸炭範囲

鉢への転用状況

第 40図  8号住居址 出土遺物-1-
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第 41図  8号住居址 出土遺物 -2-
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9号住居址土層

1 暗褐色土 粘性、締 まりやや強い。

黒色 スコリアや や 多 い。

炭粒少量。

2 暗褐色土 粘性、締まりやや弱彰、

自色粘土・焼土粒少量。

3 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。

4 北カマド覆土

5 褐 色 土 粘性、締まり強し、 白色

粘土粒・焼土粒多い。

粘性強く、締まり弱い。

粘性、締 まり弱い。黒色

スコリアやや多い。 自色

粘土粒・焼土粒やや多い。

暗褐色土 粘性、締まり強い。焼土

粒やや多い。

東カマド覆土

暗褐色土 粘性、締まり強い。 自色

粘土粒・焼土粒・炭粒多い。

6褐 色 土

7 暗褐色土

.630b,

東カマ ド土層

1 暗 褐 色 土

2暗 掲 色 土

3 暗 褐 色 土

4 灰黄色粘土

5 暗 褐 色 土

6 暗 掲 色 土

7 暗 褐 色 土

8灰 掲 色 土

9号住居址,東カマ ド

ー 64-

9

10

.2637b,

粘性強 く、締ま り弱い。 白色粘土粒・ 焼土粒・ 炭粒やや多い。

粘性やや強 く、締ま り弱い。粒子が粗い。 自色粘土粒・焼土粒やや多い。

粘性、締ま り強い。 自色粘土粒・焼土粒・炭粒少量。

粘性弱 く、締ま り強い。シル ト質。暗褐色土粒・ 塊 (2 cm以下)混 じる。

下面の一部は硬 く焼土化。天丼崩壊土。

粘性弱 く、締ま りやや強い。 自色粘土粒、焼土粒・塊 (l cm)多 い。

粘性、締ま り弱い。黒色スヨリア多い。 白色粘土粒・焼土粒やや多い。

粘性、締ま り弱い。触感パサパサ。 白色粘土粒・焼土粒多い。

粘性、締ま り弱い。焼土粒・塊 (l cm以下)多い。ガヽ石 (l cm以下)・ 暗

褐色土やや多 く混 じる。

9 にぶいホ掲色土 粘性、締ま り弱い。焼土。炭粒・炭化材 (l cm)や や多 く、暗褐色土が少

量混 じる。

橙 色 土 焼土純層。粒子が粗 く、触感ザラザラ。

1音 褐 色 土 粒子が粗 く、触感ザラザラ。

暗 褐 色 土 粘性やや強 く、締ま り弱い。 自色粘土粒・塊 (3 cm～ 4 cm)多 い。焼土桂

炭粒少量。

ぶ
半
部
へ 

｀

引
¨

幹
鯉
中
∞

Ｎ
ノ
ム
が

(1/30)

第 42図



カマド構築土

。260 7 bi

|

掘り方

北カマド土層

1 暗 褐 色 土

2 にがい褐色土

3 にぶい褐色土

4 暗 掲 色 上

5 暗 褐 色 土

6 暗 褐 色 土

7橙 色 土

8 明赤褐色土

暗 褐 色 土

にぶい褐色土

粘性、締まり強い。酸化鉄粒多し、

粘性強く、締まり弱い。黄白色

粘土粒多い。月ヽ石 (2cm以 下)

やや多い。

粘性強く、締まり弱い。黄白色

粘土粒、焼上粒・塊 (l cm～ 2

cm)多い。

粘性強く、締まり弱い。酸化鉄

粒多い。黄白色粘上粒・炭粒や

や多い。

粘性、締まりやや強い。黄白色

粘土粒・焼土粒・炭粒多い。

焼石 (3cm以下)多い。

粘性やや強く、締まり弱い。焼

土粒多い。炭粒・炭化材 (2 cm

以下)やや多い。

粘性非常に強く、締まり弱い。

焼土。焼土塊 (lcm以下)。 暗

褐色上塊 (2 cm以下)。 小石 (1

cm～ 3 cm)やや多く混じる。

粘性強く、締まり弱い。焼土。

暗褐色土塊(lcm以下)・小石 (1

cm～ 3 cm)やや多く混じる。炭

粒少量。

粘性やや強く、締まり弱い。焼

土粒・炭粒 。小石やや多い。

粘性、締まりやや強い。黄白色

粘土粒・焼土粒多い。

9号住居址 北カマ ド

ー 65-

(1/30)

第 43図
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第 44図  9号 住居址 遺物接合図,出土遺物
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2                 2

(1/60)    2m
10号住居址土層

1 暗褐色土 粘性弱く、締ま

'や

や強い。褐色土粒 (lo■ 以下)・ 黒色スコツアやや多し、

2 黒褐色土 粘性弱く、縮まり強い。褐色土粒 (21n以下)・ 黒色スコリア多い。

・ω

ｌ

ｌ

ｌ

・

第 45図  10号住居 l■,遺物分布図
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第46図 10号住居址 出土遺物
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11号住居址土層

1 暗褐色上 粘性、締まり弱ヤと 黒色・橙色スコ

'ア

多い。

2 暗褐色土 第 1層を基調に褐色土粒 (194以下)やや多い。

3 暗褐色土 粘性、締まり弱ヤヽ1焼土粒・炭粒・褐色土粒 (l cm以下)やや多い。

4 褐 色 土 粘性、締まり弱セ、 黒色スコリ|アやや多い。

5 褐 色 土 粘性弱く、締まり強い。

6 暗褐色上 粘性やや強く、締まり弱い。炭化材 (l onl)・ 褐色土粒やや多セ、焼上粒・療1粒少量。

7 暗褐色土 粘性、締まり弱Vヽ 黒色ス.コ ツアやや多Vヽ 橙色スコツア‐褐色土粒少量。

3 暗褐色土 粘性弱く、締まり強い。硬質ローム塊多い。貼り未。

9 褐 色 土 軟質の焼上。

第 47図  11号住居址

-69-
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１
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１１
‐―
ト
ー
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カマ

o    (1/801

方マ ド土層

1 暗褐 色 上

2暴 猾 色 上

3 にぶい褐色土

4暗 褐 色 土

5暗 褐 色 上

6 暗 褐 色 上

7暗 褐 色 土

8暗 褐 色 土

9幣 褐 色 土

10 黄白色粘土

掘り方

粘′性弱く、
1締まり強い。黄白色粘上(2 cm以下)、

焼土粒・炭粒多い。

粘性、締まりやや強い。黄白色粘土粒・焼土粒

やや多V、

粘性、締まり弱い_焼土。糞白色粘士 (l cm

～2 cmJ・ 炭粒混じる.す

粘性、締まり弱い。黄白色務土粒多い。焼土粒、

小石 (illlm以下)やや多い。

粘陛弱く、縮まりやや強い。黄白色粘士粧 ,焼

土粒やや多し、

粘性弱く、1締まりやや強い。黄白色粘土 (3 en

以下)・ 小石 (l cm以下)多い。

粘性、締まり弱しヽ 黄白色粘土粒・焼上粒・打ヽ

石やや多い。

粘性、締まり弱く、触感パサクくす。責白色粘土

粒 。焼土粒やや多い。

粘性、締まりやや強い。黄白色粘土 (l cm)、

焼土粒■小石多い。

第 48図 11号住居址 カマ ド
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第 49図 11号住居址 遺物分布図,出土遺物
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(1/60)

カマ ド土層

O (1/30) 50cm l にぶい橙色土 粘性強 く、締まり弱い。焼土。暗褐色土粒・炭粒混 じる。

12号住居址土層

1 暗褐色土 粘性弱 く、締ま りやや強い。焼土粒・ 炭粒少量。

2 掲 色 土 粘性弱 く、締まり強い。

3 暗褐色土 粘性、締まりやや強い。褐色土粒多い。

4 暗褐色土 黒色スコリア (8 BI前後)やや多い。

5 褐 色 土 黒色スコリア (811u前後)やや多い。

6 黒帽色土 粘性弱 く、締ま りやや強い。焼土粒・ 炭粒少量。

7 暗褐色土 粘性、締まりやや強い。焼土粒・褐色 土粒やや多い。

8 暗褐色土 ローム塊多い。貼 り床。

9 暗褐色土 粘性強 く、締まり弱い。 ローム粒少量。

10 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。 ローム粒多い。

炉土層

1 橙 色 土 粘性強く、締まり弱い。焼土。小石 (54m前後 )。

炭粒やや多 く混 じる。

2 にぶ�増 色土 焼土。粒子が粗 く、触感ガサガサ。

3 明赤褐色土 粒子が祖 く、触感ガサガサ。

4 にぶい褐色土 地山ローム。粒子粗 く触感ガサガサ。

一
　

一

．
‐

―

十

ω

2 明赤褐色土 硬質の燒土。

3 にぶい褐色土 地山ローム。粒子粗く触感ガサガサ。

第 50図  12号住居址 カマ ド,炉

カマ ド
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第 51図 12号住居址 掘 り方,遺物接合図
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13弓住居址土層

1 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。焼土粒 ,炭粒・灰色粘土塊 (2 cm～ 3o■ )少量。

2 晴福色土 粘性強く、締まり弱い。燒土粒・炭粒・黄占色粘土粒やや多い。

3 褐 色 上 粘性強く、締まり蒻い。焼土粒・黄白色粘土粒少
―
量

4 暗禍色土 粘性、締まり弱Vヽ。焼土粒・黄白色粘土粒少量

5 暗褐色土 締まり強い。褐色土塊多Vヽ

6 暗褐色土 焼土粒やや多い。

第 53図 13号住居址

(1/601 2m
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翻 く、絡言ηやや豫 ヽ 擁士粧 '黄

白1色粘上粒少嵐

社欧 締ま
'祥

や敷ェ1黄鰯 土.(Icm.

必下)かヽ焼■1鶴t搬 能多ャ、
粘性強く、締ま,羽ャと焼土粒・炭粒・黄

白鶴 土鴻パ詩等多し、

離 守彎紫、締ま岬嚇、議却 =煮白

色粘土粧やや歩ヤヽ

粘任やや強点 結まり蒻ヤI擁上蔵・AEH

O結士粒少景。

粘牲1縛まり酪 ,ヽ 焼土経 費自色粘i粒

Jヽ石(Icn以下〉娼

離 黙 、締
=,管

強ヤヽ 擁や税朗駐

粘牲注締まり弱ャ!焼土粒1炭粒・ 資白

色粘上粒多iI

猫性強く、締まり報II燐塩 小石 (?om

以下)やや多く混じる。

蝉 く綺ます鶉VI触嬢ずラザユ

焼上粒ゃ黄白働監ヨ斃郷ヽ
継 弱く、締ますや 増強ヤヽ 髄 と ,暗

樹色上粒書h
粘鞭欝くヽ絡孝つヨ中ヽ黄白1魏上社1勇

(2cm)多彰、

雛 弱(、 結まりや韓 鳴 炉 ‐焼凱

(1ぬユ→ 多く擦ウう。寿辮機上。

粘牲開く、経ま夢抑ィ、 Jヽな(2en以下〉

多く―経けれ 雰軒 =袖乱醐賤五 t

雅性弱く.締ま.,や韓無ヽ窮14層に晴

脅色卜残鋤 彰ユく協じる。れ乱

粘牲弱t銃ま,強ヤ、黄占魯織土維1小

石やや纂ヽ

“

碑鴨

黄褐色上 焼土蒐 2cmlメ奇多ャi天丼・袖訥腕療五

深Vヽ経色上 策撃庫が続土化。

構 色 土 粘性やや強く、締ま雰勲ヽ経ふ―

V

B

19

13号住居址 カマド

ー 76-

ヽ
―
―
―

カマド構築土

心
掘り方

(1/30) lm
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第 55図  13号住居址 遺物分布,接合図
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1号掘立柱建物址土層

Pl
l 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色・橙色スコリアやや多い。炭粒少量。

2 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。

3 褐 色 土 粘性強 く、締まり弱い。

P2
1 暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。褐色土塊 (10cm以下)含む。焼土粒・炭粒多い。

2 暗褐色土 粘性、締まり弱い。黒色スコリアやや多い。焼土粒少量。

3 褐 色 土 粘性、締まり弱い。地山の褐色土と暗褐色土が斑状に混じる。

4 暗褐色土

P3
1 暗褐色土 粘性、締まり弱い。黒色 。橙色スコリア・炭粒やや多い。

2 褐 色 土 粘性やや強く、締まり弱い。

3 暗褐色土 粘性、締まりやや強い。

4 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。

5 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。褐色土粒多い。

P4
1 暗褐色土 粘性、締まりやや強い。褐色土粒多い。黒色スコリアやや多い。

2 暗褐色土 粘性、締まりやや強い。黒色スコリアやや多い。

3 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。褐色土 (1～ 2cm)やや多い。

4 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。褐色土が斑状に混 じる。

P5
1 暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。褐色土 (1～ 3cm)、 黒色・橙色スコリアやや多い。

2 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色スコリアやや多い。

3 褐 色 土 粘性、締まりやや強い。

P6
1 暗褐色土 粘性、締まりやや強い。黒色・橙色スコリア多い。

P8
1 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色・橙色スコリア多い。411色土 (1～ 2cm)・ 焼土粒少量。

2 褐 色 土 粘性強く、締まり弱い。暗褐色土が斑状に混 じる。

P9・ P10

1 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色スコリア多い。

2 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。褐色土・黒色スコリア多い。

Pll

l 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色スコリア多い。炭粒少量。

2 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。

3 暗褐色土 粘性、締まり弱い。

4褐 色 土 粘性、締まり]母 ヤヽ。
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第 60図  2号掘立柱建物址

-83-

工場基礎
コンクリート



4号土坑

2号住居址 P4

d

P6 P5 P4 P3
2141

P5 PlP4

P3

第 61図  1号柱穴列
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1号柱穴列土層

P刊

1 暗褐色土 粘性弱 く、締ま りやや強い。焼土粒 。炭粒少量。

2 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。褐色土 (lcm以 下)やや多い。焼土粒・炭粒少量。

3 暗褐色土 粘性やや強い。締ま りなく、触感サラサラ。褐色土粒多い。柱痕。

4 暗褐色土 粘性やや強く、締ま り弱い。

P2
1 暗褐色土 粘性、締ま り弱い。褐色土 (lcm以 下)・ 黒色スコリアやや多い。焼土粒少量。

2 暗褐色土 第 1層 を基調に大粒 (5 11ull)の黒色スコリア多い。

3 暗褐色土 粘性やや強 く、締まり弱い。第 1層を基調に褐色ローム土 (2cm以下)多 く含む。

4 黒褐色土 粘性強く、締ま り弱い。褐色ローム土 (lcm以 下)少量。

5 暗褐色土 粘性強 く、締ま り弱い。褐色ローム上が斑状に混 じる。

6 褐 色 土 粘性強く、締ま り弱い。

P3
1 暗褐色土 粘性、締ま り弱い。黒色スコリア多い。褐色土 (2cm以 下)少量。

2 暗褐色土 粘性やや強く、締ま り弱い。黒色スコリア・褐色土 (2cm以下)多い。

3 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。褐色土 (2cm以下)少量。

4 暗褐色土 粘性強 く、締ま り弱い。

5 暗褐色土 粘性強 く、締ま り弱い。褐色土 (4cm以 下)多い。黒色スコリアやや多い。

P4・ P5
1 暗褐色土 粘性やや強 く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。橙色スコリア少量。

2 暗褐色土 粘性強 く、締ま り弱い。黒色スコリア・褐色土 (lcm～ 3cm)多い。

3 暗褐色土 粘性強 く、締ま り弱い。黒色スコリアやや多い。

4 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。本層上面は硬 く締まる。黒色スコリアやや多い。

5 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。黒色スコリア・褐色土 (lcm以 下)やや多い。

6 暗褐色土 粘性強く、締ま り強い。本層上面は硬 く締まる。

7 暗褐色土 粘性強 く、締まり弱い。本層上面は硬 く締まる。

8 褐 色 土 粘性強 く、締ま り弱い。暗褐色土 (lcm～ 3cm)含む。

9 黄褐色土 硬質のローム塊。

P6
1 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色・橙色スコリアやや多い。

2 褐 色 土 粘性強 く、締まり弱い。褐色ローム土多い。
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第 62図  1号柱穴列 出土遺物 (1/3) 10cm

P13
1 暗褐色上 粘監強く、締まり

弱い。黒色スコリ

ア多ヤ、 褐色土粒

少基

(1/60) 2m

P16
1 暗褐色土

2 暗褐色土

3 暗褐色土

粘性、締まりやや強い。黒色・

橙色スコリア多い。褐色土粒・

炭粒含む。

粘性やや強く、締まり弱い。

黒色・橙色ス章,ア多い。

粘性強く、締まり弱ヤ比黒色

スコ,ア・褐色上粒多い。

粘性やや強く、締まり弱い。

黒色・橙色スコリア多い。

褐色土粧少量。

粘性やや強く、締まり弱い。

暗褐色上が斑状に混じるも

P16
1 暗褐色土

2褐 色 上

第 63図  ビツトー1-
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号
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址

P2～ P4

1 暗褐色土 粘性、締まり弱い。黒色スコリア多い。

2 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色スコリア・硬質の褐

色土 (2cm以下)多い。

3 暗褐色土 第 2層と同質く 締まり強い。

P2～ P4

＼
　

Ｐ３
⑥Ｐ２◎ Ｐ３②

オ/

P5～ P8

Ｐ６◎ Ｐ５◎
Ｐ７
◎

一
Ｐ３７∂一

―
‐―

＋

十

一
　

　

１

Ｐ ４４

一
戸

＝
――
且
上
―

K-10

+

P S3

-・⑥・―

P40

-・④・―

P41

-・〇・―

P39

-・①・―

P39
2040-・      ・一―

U
P40

2640-・  ・―

1〔〕F2
P41

2640-・    ・―

v2

P46

7
P48

7
P49

司戸

P53

F

P38

-・③。一

P37
2644

▼

P38
2643

、ヽ_.づk l

P37

1 暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。

黒色スヨリア多い。

P38

1 暗褐色土 粘性弱く、締まりやや強い。

黒色スコリア・褐色土 (3

cm以下)やや多い。

P37・ P38

P39～ P41

1 暗褐色土 粘性、締まり弱�、 黒色スコリア多い。

2 暗4FJ色土 第 1層 に褐色土 (2 cm以下)多く混 じる。

P39～ P41

P48

-も・

Ｐ５
（
）

P51

日
P44～ P53

1 暗褐色土

2 暗褐色土

粘性やや 強く、縮まり弱い。

黒色スコリアやや多�、

第 1層 に白色粘土粒混じる。

P44～ P53

第 64図  ピットー 2-
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知ユせ
工

P21

1 暗褐色土 粘性強く、経まり要ヤ、 黒色スコ

'ア

・焼土粒・炭粒多ヤ屯

P22

1 暗褐色土 粘性、糀まり弱い。黒色スコリア

多セN。 炭粒少量i

2 暗褐色土 粘性、1締まり弱い。

P17れ P19、 P23～ P26

1 暗褐色土 粘性、締まり弱い。褐色上が斑状

に混じるこ炭粒少亀

2- 褐色上塊

〕 褐 色 土 粘牲、締まり弱ヤ竜

4 暗褐色上 粘性、締まり蒻い。黒色スコ)ア、

擁土・煮白色土粒勢 、|

S 禍 色 土 第4層 と同質。

ピッ トー 3-
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P36
1 暗褐色土 粘性弱く、締まりやや

強い。炭粒・焼土粒・

自色粘土粒多い。
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P28・ P30～ P32
1 暗褐色土 粘性やや強く―、締まり弱い。黒色スコリア・禍色土催多い。

2 褐 色 土 粘性強く、締まりやや強い。

3 暗褐色主 粘性やや強く、締ま,弱いぅ黒色スコツア多い。
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粘性やや強く、締まり弱い。黒色

スコリア多い。褐色土粒少量 ―

粘性強く、締まり弱い。暗褐色土

塊多い。
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C

P34・ P35

`264■ a'

P34,P35
1 暗褐色土

2褐 色 土

第 66図  ピットー4-
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1号土坑

1 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。

2号土坑

1 暗褐色土 粘性・締ま りやや強い。黒色スコリア多い。

3号土坑

1 暗褐色土 粘性やや強く、締まり弱い。黒色スコリア多い。

4号土坑

1 暗褐色土 粘性やや強 く、締ま り弱い。褐色土 (2 cm以 下)・ 黒色スコリア多い。

2 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。

3 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。褐色土 (2 clll以 下)多い。

5号土坑

1 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。褐色土 (2 cm以 下)・ 黒色スコ ,ア 多い。

6号土坑

1 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。

7号土坑

1 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。

8号土坑

1 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。

9号土坑

1 暗褐色土 粘性やや強 く、締まり弱い。褐色土粒やや多い。

2 暗褐色土 粘性やや強 く、締まり弱い。褐色土塊 (1～ 2 cm)多 い。

3 褐色土  粘性、締ま りやや強い。

4 暗褐色土 粘性やや強く、締ま り弱い。褐色土粒・塊やや多い。

10号土坑

1 暗褐色土 粘性やや強 く、締ま り弱い。褐色土粒、黒色・橙色スコリアやや多い。炭粒・ 白色粘土粒少量。

2 暗褐色土 粘性やや強 く、締まり弱い。黒色・橙色スコリアやや多い。炭粒少量。

11号土坑

1 暗褐色土 粘性やや強く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。

2 暗褐色土 粘性、締ま り弱い。褐色土・黒色スコリア多い。炭粒少量。

3 暗褐色土 粘性強く、締まり弱い。褐色土・黒色スコリアやや多い。炭粒・焼土粒少量。

12号土坑

1 暗褐色土 粘性やや強 く、締ま り弱い。黒色スコリア多い。橙色スコリア・褐色土・炭粒少量。

2 暗褐色土 粘性弱く、締ま りやや強い。黒色スコリア少量。

13号土坑

1 暗褐色土 粘性やや強く、締ま り弱い。褐色土・黒色スコリア多い。焼土粒少量。

2 暗褐色± 1に似るが、褐色土が多く目立つ。

14号土坑

1 暗褐色土 粘性弱く、締ま り強い。黒色スコリア多い。炭粒・焼土粒やや多い。褐色土 (1～ 2 clll)少量。

16号土坑

1 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。炭粒・焼土粒 。自色粘土粒・褐色土 (2 clll以 下)やや多い。黒色スコリア少量。

2 暗褐色土 粘性やや強く、締ま り弱い。黒色スコリアやや多い。

3 暗褐色土 粘性強く、締ま り弱い。褐色土 (3 cm以 下)やや多い。焼土粒・ 白色粘土粒・黒色スコリア少量。

20号土坑

1 暗褐色土 粘性、締ま り弱い。黒色スコリア多い。褐色土粒 (l clll以 下)やや多い。

2 にぶい褐色土 粘性やや強 く、締ま り弱い。黒色スコリアやや多い。

3 にぶい褐色土 粘性やや強く、締ま り強い。
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~―
b'

b―     坐 げ

1 暗褐色土 褐色土 (2 cm以下)やや多い。

.2643a

。2643b'

暗褐色土 褐色土 (l cm)や や多い。

褐 色 土 褐色土 (3 cm以下)多い。

暗褐色土 褐色土 (3 cm以下)やや多い。

黒褐色土 褐色土・炭粒少量。

3号溝

。2642a'

1 暗褐色土 褐色土 (2 cm以下)・炭糧

焼土粒やや多い。

2号溝

第 69図  溝状遺構-1-
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3

4

1号溝

b_十
~°

C――――・

lω

b___.        .2642b'
十

c_.         .2642c'

一1 暗褐色土 褐色土 (l cm～ 2 cm)少 量。

4号溝

0    (1/60)   2m

“ヽ
「判引剣
判
．

引  引
b下

一

坐 げ

1 暗褐色土 粘性弱 く、締ま り強い。黒色ス

コリア多い。炭粒少量。

10号溝

b――――・ .2642b,  c__―・
264 2

U
5号溝

リ

ー C

l 暗褐色土 褐色土 (l cm～ 2 cm)やや多い。

炭粒少量。

2 暗褐色土 褐色土 (2 cm～ 5 cm)やや多い。
●
対

・
‐
Ｉ

Ｉ

Ｉ

ω
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3号住居址

号住居址

5号住居址

・
― a'
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ヤ
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1号住居址

第14表 遺構出土遺物観察表

図 番 兵 出上位置 種 別 色調 胎 土 死励 調 整 備考
口径 器高 底 径

8 | 床 面
土師器

小型甕
1) 6)

外 :にぶい橙色

内 :橙色

赤・ 自色粒子、砂

粒、金雲母
良 同部内外面ナデ 内外面に煤

8 2 カマ ド火床 面 土師器甕 (206) (117) にぶい橙色
赤色粒子、砂粒、金

雲母
良 胴部内外面ナデ 外面に煉

8 3 床 面 土師器甕 (105) 74 にぶ い橙色
白・赤色粒子、黒・

金雲母、砂粒
良 桐部内外面ナデ

底部木葉痕

外面に媒

8 カマ ド覆土 土師器甕 (221)
外 :にぶい橙色

内 :橙色

白・赤色粒子、砂

粒、金・黒雲母
良 洞部 内外 面ナデ 内面 に媒

8 5 カマ ド覆土 土師器甕 (30) (82) にぶい橙色 砂粒 、赤色粒子 良 Π部内外面ナデ
底部木薬痕

内外面に煤

8 火床 直上7層 土師器甕 (74) 橙 色
赤 。自色粒子、砂

位、金・黒雲母
良 洞部内外 面ナデ 外 面 に接合痕

8 7
カマ ド火床

床面
土師器甕 (74)

外 :に ぶい橙色

内 :黒褐色

砂粒、赤・ 白色粒

子、黒・金雲母
良

阿部内外面ナデ、外面下位ヘラ削

り
底部木葉痕

内外面に煤

8 床 面 銅製餃具 長さ50、 最大幅47、 最大厚 10、 重量61g

2号住居址 (新 )

図 番
=

出上位置 種 別

法量 (cm)

色 調 胎 土 暁赫 調 整 備 考
口径 器高 底 径

1
復 土

P3最下層
土師器杯 (108) 明褐色

赤色・ 自色粒子、砂

粒、金雲母
良 体部・底都外面ヘ ラ削 り

2 覆 土 土師器杯 橙色
赤・ 自色粒子、石

英・砂粒・金雲母
良 体部外面ヘラ削 り

3
覆土

P2上層
土師器杯 (123) (38) 明褐色

赤色粒子、砂粒、金

雲母
良 体都・底部外面ヘラ削 り

塁書 十作」 ?

内外面に煤。

4 P2上 層 土師器坪
外 :橙色

内 :にぶい黄橙在

赤・ 自色粒子、金雲

母 、砂粒
良 ロクロナデ

5 覆 土 土師器雰 明褐色
赤・ 白色粒子、砂

粒、石英
良 ロクロナデ 墨書 「基」

10 6 覆土 土師器杯 髄嘘
外

内‥

赤・ 白色粒子、金雲

母、砂粒
良 ロクロナデ 墨 書 「基」

10 7 覆土 土師器杯 明褐色
赤

母
白色粒子、金雲

良 ヘラ磨き (外面横、内面縦 )

10 8 覆 土 土師器イ 橙 色
赤 。自色粒子、砂

粒、金雲母
良 体部外面横ヘラ削 り 相模型鉢

9 覆土
土師器

高台lTN
橙 色 白色粒子、金雲母 良

底部回転ヘラ肖!り 。

内面放射状ヘラ磨き。

覆土 土師器皿 (125) (25) 37 赤褐色
赤・ 白色粒子、砂

粒、金雲母
良

医部回LAr糸切 り後、外周ヘ ラ削

り。

11 P6中 層 土師器皿 (13 (28) 橙色
赤 。自色粒子、石

英、金雲母、砂粒
良 底部外面ヘラ削 り 墨書 「基 J

12 覆上 土師器甕 (290) (57) 赤褐色 石英、金・黒雲母 良
口縁槙ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外 面縦、内面積 )

13 覆 土 土師器甕 明赤褐色 金・黒雲母、石英 良
日縁横ナデ、横ハケ。

胴部ハク (外 面縦、内面横 )

10 覆土、焼土 土師器甕
外 :赤褐色

内 :にぶい赤褐荏

黒・ 金雲母、石英、

赤色粒子
良

胴部ハク (外 面縦、内面横 )

10 P6最 下層 土師器甕 (87) 櫛極
外
内 石英 、黒雲母 艮 外面縦ハケ 質部木葉痕

覆 土
須恵器

長頸壷
(34) 灰 色 砂粒 、 自・ 赤色粒子 良 ロクロナデ

10 17 覆 土 須恵器甕
外 :灰黄色

内 :暗灰黄色
白色粒子、砂粒 良 外面叩き。内面青海波文。

覆 土 灰釉的器甕 庭躯
外

内‥
石英 良 外面一部叩き。

内面 に不規則 な刺
奈痛

2号住居址 (旧 )

図 番 堤 出土位置 種 別

法量 (cm)

色調 胎 土 焼房 調整 備 考
口径 器高 底 径

17 1

床直

(P4周囲 )

土師器杯 (130) 43 橙 色
赤色粒子、砂粒、

金・黒雲母
良 体部・底部外面ヘ ラ削 り 墨 書 「オくJ

17 2
床直

(P4周 囲)
土師器杯 (133) 橙 色

赤色粒子、砂粒 、金

雲母
良 体部・底部外面ヘ ラ削 り 墨書 「〕こJ

17 3 覆 土 土師器杯 (133) 35 赤褐色
赤 。自色粒子、砂

粒、金雲母、石英
良 体都・底部外面ヘラ削 り

17 4 末直焼土面 土師器不 (134) (43)
色

色

橙

黒

外

内 赤・ 自色粒子、砂粒 良 底部回転糸切 り後、外周ヘラ削 り 内 黒

17 5 覆土 土師器イ
色

色

褐

褐

赤

明

外

内
赤・ 白色粒子、砂

粒 。金雲母
良 体部外面ヘラ削 り
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図 番 彊 出土位置 れ三男可

法量 (cm)

色 調 胎 土 焼か 調 整 備考
口径 器 高 底 径

17 6 カマ ド覆 士 土師器杯 (155) (39)
外 :橙色

内 :に ぶい黄橙色

赤・ 自色粒 子、砂

粒、金雲母
良 体部外面ヘラ削 り

17 7 床直焼土面 土師器坪 (148) (34) 明褐色
赤・ 白色粒子、砂

粒、金雲母
良 体都外面ヘラ削 り

17 8 床 直焼 土面 土師器 TTN (150) (33)
外 :橙色

内 :明 褐色

赤・ 自色粒子、

粒、金雲母

砂
良 体部外面ヘ ラ削 り

17 9 床直焼 土面 土師器不 (155) 50 橙 色 赤色粒 子、金雲母 良 体部・底部外面ヘ ラ削 り

17 10 床直焼土面 土師器杯 (140) 53 (39) 橙 色
赤・ 白色粒子、金雲

母、砂粒
良 体部・底部外面ヘラ削 り

17 覆土中層 土師器野 (129) (35) 赤褐色 赤 。自色粒子、砂粒 良 体部 ・底都外面ヘ ラ削 り
内面に煤、タール

状付着物。

17 12 床 面 土師器杯 橙 色
赤色粒子、砂粒、金

雲母、石英
良 体部外 面ヘ ラ肖1り

13 覆土中層 土師器イ
外 :明 褐色

内 :黒色

赤

粒
白色粒子、砂

金雲母 、石英
良 体都外面ヘラ削 り 内 黒

覆 土 土師器不 赤褐色
赤・ 自色粒子、石

英、金雲母、砂粒
良 曰縁 ロクロナデ 墨痕

15 掘 り方覆 土 土師器杯 黒 色 赤色粒子・金雲母 良 底部回転糸切 り後、一部ヘ ラ肖1り 内 黒

17 16 床 直焼 土面 土師器不 (45) にぶい橙色
赤

母

白色粒子 、金雲

砂粒
良 底部回転糸切 り

17 17 掘 り方覆土 土師器不
外 :明 褐色

内 :黒色

赤・ 白色粒子、砂

粒、金雲母
良 底都回転糸切 り 内 黒

17 覆 土 土師器邦 明褐色
赤 ,自 色粒 子、

母

金 雲
良 底部回転糸切 り後、外周ヘ ラ削 り

17 19 床 面 土師器杯 赤褐色
赤

母
白色粒 子、金雲

良 底部回転糸切 り後、外周ヘ ラ削 り

17 床直焼土面 土師器杯
外 :明 褐色

内 :橙色

赤  白色粒子 、金雲

母
良 底部外面ヘラ削 り

17 21 床直焼土面 土師器坪
外 :赤褐色

内 :黒色

赤

英
自色粒子、石

金雲母
良 底部外面ヘラ削 り 内 黒

17 覆 土 土師器杯 明褐色 赤色粒子、金雲母 良
ヘラミガキ (外 面縦、内面横・

斜 )

床 面 須恵器節 133 50 灰 色 砂 粒 良 ロクロナデ。底部回転糸切り。 内外 面に媒

床 面 須恵器不 (26) (53) 灰 色
砂粒、赤 。自色粒

子、金雲母
良 ロクロナデ。底部回転糸切り。

床 面 須恵器節 (155) (34) 灰 色
砂粒 、

英

自色粒子、石
艮 ロクロナデ

床直焼土面 土師器皿 (139) (32) 赤褐色
赤 '自 色粒子、石

英、砂粒、金雲母

や

良

や

不
底部回転糸切 り後、一部ヘラ削 り

18 27 覆 士 土師器皿 (134) (23) 48
外

内

―
橙色

明褐色

赤・ 白色粒子、金雲

母、砂粒
良

体部外面ヘラ削 り。
底都回転糸切 り。

塁 書

覆 土中層 土師器甕 (150) (75)
外 :赤褐色

内 :にぶい赤褐色
金・ 黒雲母、石英 良

胴都ハケ (外面縦、内面横 )

覆土中層、床 土師器甕 (152) (63) にぶ い赤褐色 石英、黒・金雲母 良
回縁棋ナテ、槙ハケ。

胴部ハ ケ (外面縦、内面横・斜 )

床直焼土面
土師器

小型甕
(175, にぶい赤褐色

石英、金・黒雲母、

赤色粒子
良

日縁横ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外面縦、内面横・斜 )

床直焼土面
土師器

小型菱
0)

外

内

にぶい赤褐色

にぶい褐色
金・黒雲母、石英 良

日縁横ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外面縦、内面横・斜 )

覆土下層、床 七師器甕 (316) (123) 明赤褐色 金・黒雲母、石英 良
口縁横ナデ、横ハク。

胴部ハケ (外面縦、内面横・斜 )

床直焼 土面 土師器饗 (166) 赤褐色
赤色粒子、金・黒蜃

母、石英
良 胴 部ハケ (外面縦、内面横・斜 ) 内側に輪積み痕

19 覆土下層 土師器甕 (303) (43) 明赤褐色
金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良

口縁横ナデ、横ハク。

胴部ハケ (外 面縦、内面横 )

床直焼土面 土師器甕 (312) (52) 明赤褐色 石英、金・ 黒雲母 良
口縁横ナデ、横ハク。

胴部ハク (外 面縦、内面横 )

19 カマ ド覆土 土師器霊 (290) (72) 赤褐色 石英、金・黒雲母 長
口縁板ナテ、横ハク。

胴部ハク (外 面縦、内面横 )

床 面 土師器甕 (280) (47) 明赤褐色 金・ 黒雲母 、石英 良
コ縁横ナデ、横ハク。

旧部ハケ (外 面縦、内面横・斜 )

19 カマ ド火床 土師器甕 橙 色 金・ 黒雲母 、石英 良
口縁横ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外 面縦、内面横 )

床 面 土師器甕 にぶ い赤褐色
石英、金 黒雲母、

赤色粒子
良

コ縁横ナデ、横ハク。

同都ハケ (外 面縦、内面横 )

覆 土 土師器甕 離蜘
外

内‥
石英 、金・黒雲母 良

コ稼積ナテ、横ハク。

同部ハケ (外 面縦、内面横 )

カマ ド覆土 土師器甕
外 :赤褐色

内 :に ぶ い赤褐在

金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良

コ縁横ナデ、横ハク。

冊部ハケ (外 面縦、内面横・斜 )

カマ ド火床 土師器奏 (98) 赤褐色 金・ 黒雲母 、石英 良 同都ハ ケ (外 面縦、内面横・斜 ) 勺側に輪積み痕

覆 土 土師器姿 (33) (30)
外 :に ぶい赤褐窪

内 :灰黄褐色

石英、金・黒雲母、

赤色粒子
良 冊部ハケ (外 面縦、内面横・斜 ) 藍部木葉痕

床直焼土面 土師器甕 にぶい赤褐色
石英、金・黒雲母、

赤色粒子
良 同都ハケ (外 面縦、内面横・斜 ) 査部木葉痕

覆土中層

貼 り床
土師器甕 (8 3) (92)

外 :赤褐色

内 :に ぶい赤褐在

石英 、黒雲母 、赤

自色粒 子
良 用部ハ ケ (外 面縦、内面棋・斜 ) ミ部木葉痕

床直焼 土面 土師器甕 (31) (94)
外 :褐色

内 :にぶ い褐色

石英、金・黒雲母、

赤色粒子
良 同都ハ ケ (外 面縦、内面横 ) 底部木葉痕
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図 番 尾 出上位置 種 別

法量 (cm)

色調 胎 土 暁棘 調 整 備考
口径 器 高 底 径

覆土中層 土師器菱 (69) (83)
外 :赤褐色

内 :黒褐色

金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良 胴都ハケ (外面斜、内面横・斜 ) 底都木葉痕

カマ ド火床 土師器 (35) (60)
外 :にぶい褐色

内 :赤褐色
金 ・黒雲母、石英 良 胴部ハケ (外 面縦・斜、内面横 ) 底部木葉痕

床 面 土師器弩 (68) (87,
外 :赤褐色

内 :にぶい赤褐在

石英、黒雲母、赤・

白色粒子
良 胴 部ハケ (外 面維 、内面積 )

床 面 土師器甕 (49) (84)
外 :赤褐色

内 :にぶい赤褐迄
石英、金・黒雲母 良 胴部ハケ (外面維、内面横 ) 底部木粟痕。

51 床直焼土面
土師器

羽釜
(190) (48)

外 :明赤褐色

内 :にぶい赤褐t
黒雲母、自色粒子、

石英
良 胴部内面横ハケ

覆土、床面
土師器

羽釜
(200) (68)

外 :明 赤褐色

内 :にぶい赤褐色

石英、黒雲母、赤色

粒子
良 胴部ハ ケ (外面縦、内面横 )

床直焼土面 土師器甕 橙 色
赤 白色粒子、石

英、黒雲母
良

日縁槙ナデ。胴部外面横ヘ ラ削

り、内面横ハケ。

床直焼土面 須恵器菱

床直焼土面 須恵器聖

覆 土 須恵器甕

21 床 直焼 土面 須恵器甕

21 覆上下層 須恵器菱

21 床直焼土面 須恵器甕

21 カマ ド火床 灰釉陶器壷

外 :緑黒色

釉→オ リーブ灰色

内 :明 青灰色

白色粒子 良

カマ ド覆 土 土 錘
長 さ43、 幅30

重量25g
厚27

にぶい黄橙色
石英、金・黒雲母、

赤・ 白色粒子
良

床 面 砥 石 長 さ81、 幅 32、 厚 13、 重量61g 石材 :砂岩

3号住居址

図 番 号 出上位置 種月1

法量 (cm)

色 調 月台土 暁河 調 整 備考
口径 器 高 底 径

1 床 面 土師器甕
外 :に ぶい赤褐色

内 :に ぶい褐色
赤・ 自色粒子、砂粒 良

口縁横ナデ。

胴部外面積ヘラ削 り、内面ナデ。
日縁 上端 に沈繰

2 覆 土 上師器甕 (86)
外 :晴褐色

内 :黒褐色

金・黒雲母、石英 、

赤色粒子
良 胴部ハケ (外 面縦、内面積 )

3 床 面 土師器甕 (43) (90)
外 :黒色

内 :灰褐色

金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良 胴部内外面ナデ 底都木葉痕

床 面
土師器

置 きカマ ド

外 :明 赤褐色

内 :赤褐色

金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良

日縁横ナデ。

胴部外面縦ハケ、内面指頭痕。

5 床 面
土日下器

置 きカマ ド

外 :にぶい赤褐色

内 :暗赤褐色

黒・金雲母、石英、

赤色粒子
良 鍔→横ハケ、横ナデ

6 床面
土師器

置 きカマ ド

外

ハ
明赤褐色
暗未楊れ

石英、金・黒雲母、
良 鍔→維ハ ク、縦ナデ

4号住居址

図 番 号 出土位置 種別

法量 (cm)

色 調 胎 土 暁月 調整 備堵

口径 器 高 底 径

覆土 土師器郷 橙 色
赤 自色粒子、黒・

金雲母
良 体部外 面ヘ ラ削 り

2 覆士 土師器郷 明褐色
赤 自色粒子、砂

粒、金・黒雲母
良 体部外 面ヘ ラ削 り

3 覆 土 土師器 LTN (136) (32) 明褐色
ボ 白色粒子、砂

笠、金雲母
良 体部外面ヘラ削 り

4 覆土 土師器ITN (29) (57) 明褐色
砂粒、赤・ 白色粒

子、金雲母
良 体部・底部外面ヘラ削 り

5 覆土 須恵器杯 灰 色 石英、自色粒 子 良 ロクロナデ

6 覆 土 須恵器郷 灰 色 白・赤色粒子、石英 良 底都回転糸切 り

7 覆 上
上 H印 喬

小型養
(96) (47)

外 :灰褐色

内 :にボい赤褐色
橙・赤色粒子、金

黒雲母
良

日縁横ナデ。胴部外面横ヘ ラ間1

り、内面横ヘ ラナデ。

口縁部に接合痕残

る

8 覆土 土師器変
外 :灰赤色

内 :にぶい赤褐佳

金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良

日縁横ナデ、横ハク。

胴都ハケ (外 面縦、内面横 )

9 覆土 土師器弩 にぶ い赤褐色
金・黒雲母、石英

赤色粒子
良

日稼棋 ナテ、棋ハ ケ。

胴都ハ ケ (外面縦、内面横 )
外面に指頭痕

10 覆 土 土師器菱 にぶい赤褐色
赤色粒子、石英、

金・黒雲母
良

日縁横ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外 面縦、内面横 )

外面に指頭痕

11 覆 土 土師器菱 (224) (39)
外 :橙色

内 :に ぶい黄橙在

赤・ 白色粒子、金・

黒雲母、砂粒
長

日縁槙ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外 面縦、内面横 )
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図 番 提 出土位 己 種別

法量 (cm)

色 調 月台土 暁河 調 整 備 考

口径 器高 底 径

覆土 土師器饗 (220) (56)
外 :黒褐色

内 :に ぶい赤褐色

金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良

日縁横ナテ、槙 ハケ。

胴部ハケ (外 面縦 、内面横 )

13 覆 土 土師器変 (292) (44) にぶい褐色
石英、金・黒雲母、

白色粒子
良

口縁横ナデ、横ハケ。

胴都ハケ (外 面縦、内面横・斜 )

14 覆 土 土師器魂 (133)
外 :にぶい赤褐∈

内 ;赤褐色

石英、黒・金雲母、

自・赤色粒子
良 胴部外面縦ハケ、内面横ナデ 輪積み痕

15 IIl土 土師器甕 (81) 黒褐色
赤・ 白色粒子、石

英、金・黒雲母
良 胴部ハケ (外面縦 、内面斜 )

16 覆 土 土師器弩 (37) にぶい赤褐色
金・黒雲母、石英、

赤色粒 子
艮

l同 部ハケ・ナデ (外面斜、内面

横 )

底 都 木葉痕

17 覆土、床 面 土師器菱 (61) (88) にぶい赤褐色
黒・金雲母、赤色粒

子 石革
良

胴部ハケ・ナテ (外 白縦、内山

横 )

底 部 木葉痕

5号住居址

図 番 弓 出上位 置 種別

法量 (cm)

色 調 胎 土 暁赫 調 整 備考

日径 器 高 底 径

カマ ド覆土 土師器鉢 (126) 明赤褐色 赤・ 黒色粒 子 良
底部回転糸切り後、一部ヘラ削
り。

墨書「仁」

内外面に媒

2 カマ ド覆土 土師器坪 (140) (43) 明示掲色
砂粒、自 赤色粒

子、金雲母、石英

や

良

や

不
ロクロナデ

3 覆 士
器

斐

師

型

土

小

外 :黒褐色

内 :暗褐色

白・赤色粒子、金

黒雲母、砂粒
良

口縁横ナデ。

I同 部外面検ヘラ削 り
口縁部に接合痕

4 カマ ド覆土 土師器費
外 :赤褐色

内 :にぶい赤褐在

石英、黒・金雲母、

赤・ 自色粒子
良

ヨ縁槙ナテ。
lll都ヘラナデ (外面縦、内面横 )

5 覆土 土師器甕 (305) (36) にぶ い赤褐色
赤 ,自 色粒子、石

英、黒・金雲母
良

口縁横ナデ、横ハク。

l同 部ハケ (外 面縦、内面斜 )

6 カマド火床 土師器甕 (67) (104) 赤褐色
石英、黒 '金雲母、
白魯粒 子

良 桐部ハケ (外面縦 、内面横 )

6号住居址

図 番 ナ 出七位 置 樋月可

法 量 (cm)

色 調 胎 土 焼赫 調 整 備 考

口径 一局 底 径

1 覆 土 上師器野 明赤褐色
赤 。自色粒子、

母

金雲
良 ロクロナデ

2 カマ ド火床 土師器 LTN 橙 色
赤 。自色粒子、石

英、金雲母
良 ロクロナデ

3 覆 土 土師器郷 暗赤褐色 金雲母、 自色粒子 良 ロクロナデ

4 カマ ド覆土 灰釉陶器甕
外 :にぶい赤色

内 :灰 色

黒雲母、白・赤色粒

子、石英
良 ロクロナデ

5 床 面 灰和陶器 lll 釉→暗オ リーブ裡 石英、赤・ 自色粒 子 良 ロクロナデ

6 カマド火床
土師器

小型甕
(162) 6) (80) にぶ い赤褐色

石英、赤色粒子、

金・黒雲母
良

口縁横ナデ、横ハケ。胴都ハケ

(外 面縦、内面横・斜 )

底 部 木葉痕

7 覆 土
土師器

小型甕
明赤褐色

赤色粒子、金・

母、石英

黒 雲
良

日縁横ナデ、横ハケ。胴部ハケ

(外 面縦、内面横・斜 )

8 カマ ド覆土 土師器霊
外 :にぶい赤褐色

内 :赤褐色

石英、金・黒雲母、

自・赤色粒子
良

口縁横ナデ、横ハク。打鳳音トハク

(外 面縦、内面横・斜 )

9 カマ ド覆 土 土師器甕 (29 8) (214)
外

内
にぶ い褐色

にぶい赤褐佳

石英、白・赤色粒

子、黒・金雲母
良

日縁横ナデ。胴部ハケ (外面縦

内面横・斜 )

B rll部 外面に粘土付

着。胴部内面に指

頭痕、輪積み痕。

10

カマ ド覆土、

火床面、袖石

隙間

土師器奏 (28 5) (15 1)

外

内
明赤褐色

:赤褐色

自・赤色粒子、金・

黒雲母,石英
良

日縁横ナデ、横ハケ。胴部ハケ

(外 面縦、内面横・斜 )

胴部外面に粘土付

着

11
カマ ド覆土、

火床面、床面
土師器霊 (323) (182) 赤褐色

石英、金・黒雲母、

赤・ 白色粒子
良

口縁横ナア、槙ハク。 4 Fl司 ∫ハク

(外 面縦、内面横・斜 )

内面に輪積み痕

12 床 面 土師器甕 (119)
外 :赤褐色

内 :明 赤掲色

石英、金・黒雲母、

赤 。自色粒子
良 胴部ハケ (外 面縦、内面積・斜 )

内面に輪積み痕

底部木葉痕

13 カマドネ由直上
土師器 可可

(210) (123)
外 :赤褐色 石英、金・ 黒雲母、

良
日縁横ナア、斜ハ ク。鰐棟 ナテ。

胴都ハケ (外 面縦 、内面横 )
内側 に指頭痕

7号住居址

図 番 号 出土位置 種男可

法量 (cm)

色 調 胎 土 焼 局 調 整 備 考

口径 器 高 底 径

覆土 土師器不 橙色
金雲母、赤・ 自色粒

子、砂粒
良 口縁横ナデ

33 2 覆 土 土宮雨器 lTN
外 :明 赤褐色

内 :灰色

金雲母、赤・ 白色粒

子、砂粒
良 日縁・体部外面ヘ ラ削 り 内 黒

3 覆土 土師器イ 赤褐色
赤 。自色粒 子、石

英、砂粒
良 ロクロナデ

4 覆 土 土師器杯
外 :橙色  内 :票

色

自・赤色粒子、金雲

母、石英
良 体都外面ヘラ削 り 内 黒
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図 番
=

出土位置 種 別

伝 量 (cm,

色 調 胎 土 焼 Ll 調 整 備考
日径 器 高 底 径

5 覆 土 士師器lT 赤掲色

赤  白色粒子、石

英、金 ・黒雲母 、砂

泣

良 ロクロナデ

6 覆± 5層 土師器杯 橙 色
赤

母
自色粒 子、金雲

砂粒
良 麻部外面ヘ ラ削 り

覆 土 土師器郷 明赤褐色
赤・ 白色粒子、黒雲

母、砂粒
良 体都外面ヘラ肖1り

均面タール状付着

物

8 覆 士 土師器郵 (34)
外 明赤褐色

:黒色内

赤 自色粒子、金雲
母、石英、砂粒

良
体部・底部外面ヘラ削 り。
回転糸切 り痕一部残る。

里
＾

9 覆 士 土師器郭 (187) 律 0) (50 明赤褐色
赤・ 白色粒 子、金雲

母、砂粒
良 体都・ 底都外 面ヘ ラ削 り

10 覆 士 土師器郷 (137) (34) 明赤褐色
赤・ 自色粒子、金雲

母、砂粒
良 応部外面ヘ ラ削 り

11 覆 土 土師器杯 7) 位 4)
外 :黄褐色

内 :オ リーブ黒色

石英 、赤・ 白色粒

子、金・ 黒雲母
良 体部外面ヘ ラ削 り 内黒

12 カマ ド袖直上 土師器年 (122) (40) にぶい赤褐色
赤 。自色粒子、石

英、黒雲母、砂粒
良

体剖
`・

FFH罰 ∫外 向ヘ ラ肖Jり 。

回転糸切 り痕一部残 る。

墨書 1上」。見込

み部の器面剥落。

13 覆± 5層 土師器皿 (126) (25) 橙色 英、金・黒雲母、砂 良 体部外 面ヘ ラ削 り

床 面 土師器皿 (120) (33) 橙 色
砂粒、石英、赤・ 白
色粒子

良
体部・底都外而ヘラ削 り。

回転糸切 り痕一部残る。
塁 召 「基」

38 15 覆 土 須恵器郷 灰 色 白・ 赤色粒子、石 英 良 底部回転糸切 り

16 覆土 須恵器郭 灰 色 石英 、 白・ 赤色粒 子 良 底部回転糸切 り

17 覆士 須恵器不 (197) (47) 灰 色
砂粒 、石英、 自・ 赤

色粒 子
良 ロクロナデ

覆 土
器

杯

恵

台

須

高
外 :F音 灰黄色

内 :灰色

砂粒、自・赤色粒

子、石英
良 ロクロナデ

覆 土 土師器菱 にぶい黄橙色
黒雲母 、 自 赤色粒

子、金雲母
良

日縁槙ナデ。胴部外面横ヘ ラ削

り、内面横ヘ ラナデ。
頂部に接合痕

覆土 土師器甕 (229)

“

6)
外 :灰 黄褐色
:にぶい策褐色内

石英、金・黒雲母、

白・赤色粒子
良

り、内面横ヘ ラナデ。
頂部に接合痕

21 覆土 土師器妻 にぶい黄橙色
金・ 黒雲母、赤・ 白

色粒子、石英、砂粒
良

胴都外面縦・斜ヘラ削 り、内面ナ 内側に接合痕

指頭痕

33 覆土下層
器

斐

師

付

土

台
明黄褐色

砂粒、 自・ 赤色粒

子、金・ 黒雲母
良 ナデ 勺側 に指頭痕

覆土 土師器菱
外 :灰 黄褐色

:にぶい赤褐色内

金

自
黒雲母 、石英 、

赤色粒子
良

日縁横ナデ、横ハク。

胴部ハケ (外面縦、内面 tyt)

覆 土 土師器甕 灰褐色 子、金・ 黒雲母 、砂 良 口縁外面に指頭痕

カマ ド覆 七 土師器霊 にぶい赤褐色
金・黒雲母、自・赤

色粒子、石英
良

国縁横ナデ、横ハケ。
胴都ハケ (外面縦、内面斜 )

外側 Π縁部に指頭

痕

覆土下層 土師器竃
外 :褐色

内 :にぶい赤褐色

金・黒雲母、石英、

赤色粒子、砂粒
良

回縁横ナデ、横ハケ。
4「l部 ハケ (外面縦、内面杖 )

カマ ド火床 土師器甕 (95)
外

内

1褐色

暗褐色

石英、金・黒雲母、

赤色粒子
良 胴都ハケ (外面斜、内面横 ) 底部木葉痕

床面 土師器霊 (79)
外

内
灰赤色

灰黄掲色
石英 、金・ 黒雲母 良 胴部ハ ケ (外面縦 、内面横 ) 底部木葉痕

覆土上層 土師器鉢 (38 6) (52) にぶ い赤褐色
金・黒雲母、石実、

白・赤色粒 子、砂粒
良

口縁横ナデ。
RFll部 ハケ (外 面縦、内面被 )

カマ ド覆 士 土師器鉢 (372) (86) 明赤褐色
石英、砂粒、金雲
母、赤色粒子

良
日縁横ナデ。

胴部ハケ (外 面縦、内面横 )

カマ ド覆士 土師器鉢 (377) 1) 明赤褐色
金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良

口稼杖ナデ。

胴部ハケ (外 面縦・斜、内面横 )

床 面 土師器羽釜 赤褐色
黒・金雲母、石英、

砂粒、赤色粒子
良

口縁棋ナデ、縦/ヽ ケ。鍔横ナデ。
胴部外面ナデ、内面横ハケ。

内側に指頭痕

床 面 土師器羽釜
外 :明 赤褐色

内 :灰 褐色

石英、自色粒子、
金・黒雲母

良
口縁横ナデ、縦ハケ。鍔横ナデ。
胴部外面ナデ、内面横ハケ。

内側に指頭痕

床面
カマ ド覆土

須恵器菱 220 313 (113)
暗青灰色

釉→暗灰色
石英、赤・ 白色粒 子 良 ロクロナデ

片面に自然釆由。
底部に植物繊維状
の圧痕。

覆土上層 須恵器甕
外 :灰 黄褐色

内 :灰色
白・赤色粒子、石英 良 ロクロナデ

覆 土 須恵器弩 灰 色
自

母

赤色粒子、黒雲
良 外面叩き

カマ ド覆 士 須恵器甕
外

内
灰白色

灰黄色
砂 粒 自・赤色粒 子 良 内面に同心 円状の当て具痕

覆土上層 須恵器甕
外

内
灰自色

灰黄色
砂粒 、 自・赤色粒 子 良 内面に同心 円状 の当て具痕

床 面 須恵器甕
灰色

釉→ オ リーブ黒佳
白・赤色粒子、石英 良 外 面叩き、内面 当て具痕 外面に自然釉

覆土下層 須恵器甕 駆随
外

内

白

母
赤色粒子、黒雲

良 外 面 H‖ き、内面 当て具痕 外面に自然釉
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8号住居址

図 番 弓 出上位置 種 別

法量 (cm)

色 調 胎 土 焼 射 調 整 備 考
日径 器 高 底 径

1 床 面
上 H印 喬

小型菱
(158) 14 9

外 :にぶい赤褐色

内 :橙色

砂粒、石英、赤・ 白

色粒子
良 日縁枝ナデ。胴部内外面ナデ。 底部木薬痕

2 床 面
器
菱

師

型

土

小
(115)

外 :にぶい橙色

内 :橙色

赤・ 白色粒子、砂

粒、金・黒雲母
良

日縁横ナデ。胴部外面横・斜ヘラ

削 り、内面横ヘラナデ。

接合痕明瞭。 日縁
上端は欠損。底都

は尖形気味で不安

定。底都内外面に

媒。

3 カマド 土師器甕 (230) (279) 橙 色
赤・ 白色粒子、砂

粒、金・黒雲母
良 口縁横ナデ。胴部内外面ナデ。

内外面の胴部に接

合痕

4 カマ ド 土師器甕 (232) (64) 橙 色
赤・ 白色粒子、砂

位、金・黒雲母
良 口縁横ナデ。胴部内外面ナデ。

5 カマド 土師器寵 (239)
外 :橙色

内 :に ぶい橙色

赤 ,自 色粒子、砂

粒、金 ・黒雲母
良 洞部 内外 面ナデ 接合痕

6 不 明 土師器甕 (36)
外 :に ボい黄橙色

内 :橙色

赤・ 白色粒子、砂

粒、金・黒雲母 、石

英

良 内外面横ナデ 底部木葉痕

7 床 面 土師器甕 (253) 2) (93)
外 :橙色

内 :明 赤褐色

砂粒 、赤・ 自色粒

子、黒・全雲母
良 回縁横ナデ。胴部内外面ナデ。

底部木美痕。胴部
の接合痕明陳。

3 床 面 須恵器甕 灰 色 石英、自・赤色粒子 良
外面叩 き、内面同心円状の 当て具

痕。

内面に研磨痕。

転用硯 ?

9 覆土上層
土師器

J、型 毎 輻 注
58 49 明赤褐色

白・赤色粒子、金

黒雲母、砂粒
費 ロクロナデ。底部回転糸切 り。

9号住居址

図 番 提 出土位 置 種 別

法量 (cm)

色 調 胎 土 焼河 調 整 備考

口径 器 高 底 径

44 1 覆土 土師器姿
外 :に ぶい褐色

内 :Hき褐色

石英、赤色粒子、黒

雲母
良

日縁槙ナデ。 A「l部外面縦ハケ、内

面斜 ナデ
頸部外面 に指頭痕

2 覆土 土師器霊
外 :に ぶ い赤褐荏

内 :暗褐色

石英、黒雲母、自

赤色粒子
良

口縁槙ナア 、槙ハ ク。 4・l剤

`ハ

ケ

(外面維 、内面積・斜 )

3 覆 土 土師器甕 (42) (106)
外 :にぶい褐色

内 :暗褐色

石英、黒雲母、自

赤色粒子
良 胴部ハ ケ (外面縦 ・横 、内面斜 ) 底部木葉痕

4
覆土

カマ ド火床
土師器鉢 (H7)

外 :に ぶい赤褐色

内 :明褐色

石英、金・黒雲母、

自・赤色粒子
良 胴部ハケ (外面縦、内面横 )

内側に指頭痕

接合痕

5 覆 土 土師器羽釜 にぶい赤褐色
石英、金・黒雲母、

良 鍔横ナデ・横ハケ 指頭痕

10号住居址

図 番 弓 出土位置 種 別

法量 (cm)

色 調 胎 土 暁肪 調 整 備 考

口径 器 高 底 径

1 覆土下層 土師器邪 橙 色
赤 。自色粒子、砂

粒、黒雲母、石英
良 口縁横ナデ

2 覆土下層 土師器邪 橙 色
亦
粒 黒雲母、石英

良 口縁横ナデ。体部外面ケズ リ

3 覆上下層 土師器郭 (166) (7 1)
外 :にぶい黄橙色

内 :にぶい橙色 子、石英 、黒雲母
良 口縁槙ナデ。体部外面ケズリ

4 覆土下層 土師器甕 (147) 髄畿
外

内‥

赤・ 自色粒子、砂

粒、黒雲母、石英
良

胴部外面ヘラ削 り後、一部ヘラ磨

き。内面ヘラナデ。

5 床 面 土師器甕 (147) 橙色
赤・ 白色粒子、砂

粒、黒雲母、石英
良

胴部外 面ヘ ラ削 り、内面ヘ ラサ

覆土下層 土師器鉢 (166) (91)
外 :明 黄褐色 赤・ 白色粒子、砂

良 伺部 内外面ナデ
内側 に接合痕

11号住居址

図 番 兵 出上位置 種 別

法 量

色 調 胎 土 焼河 調 整 備 考

口径 器 高 底 径

1 床 面 土師器年 100 42 53 明赤褐色
赤・ 白色粒子、砂

粒、金雲母
良

底部回転糸切 り後、外周ヘラ削

り。体部内面放射状暗文。

2 覆上下層 土師器坪
外 :橙色

内 :明 赤褐色
砂粒 、赤色粒 子 良 内面放射状暗文

3 覆土下層 土師器郊 明赤褐色
自・ 赤色粒 子

母

金 雲
良 口縁ロクロナデ 勺面タール状付着

吻

4 覆土 土師器杯 (23) にぶ い橙色 赤・ 白色粒子、砂粒 良
体部・底部外面ヘラ削 り。

内面放射状暗文。

5 覆 土 須恵器イ 暗青灰色
自・赤色粒子、砂

粒、黒雲母
良 ロクロナデ
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図 番 撮 出土位 置 種月可

法量 (cm)

色 調 胎 土 焼肪 調 整 備 考
口径 器 高 底 径

6 床 面
器

甕

師

型

土

小
(168) にぶい赤褐色

黒・金雲母、石英、

赤・ 白色粒子
良

ヨ縁槙ナア、横ハケ。

旧部ハケ (外 面縦、内面横 )

覆土下層 土師器誕 (65)
外 :にぶい赤褐色

内 :赤褐色

石英 、金・ 黒雲母、

自色粒 子
良 同部ハ ケ (外 面縦 、内面横・斜 ) 底都木葉痕

8 覆土上層 土師器整 にぶい橙色
砂粒、石英、自・赤

色粒子、金・黒雲母
良 胴部外面横ヘラ削 り

9 覆 土 土師器菱 橙 色
砂粒、金・黒雲母、

自・赤色粒子
良 口縁横ナデ。胴部内外面ナデ。 頸部に接合痕

10 覆土上層 土師器 橙 色
粒

母

砂

雲
自色粒子、黒

艮 1司 部内外面ナデ 接合痕

11 覆土下層

須恵質 土師

器  小型短 暗灰黄色
白・赤色粒子、砂

粒、石英

や

不
ロクロナデ

12号住居址

図 番 月 出上位 置 種月け

法量 (cm)

色調 胎 土 焼 河 調 整 備 考

口径 器 高 底 径

1 覆土 土師器杯 (t01) 42 55 橙 色
赤 ,自 色粒子、砂

粒 、金雲母
良

査都回転糸切 り後、外周ヘラ削

り。体部内面放射状暗文。
底部に穿孔

52 2 覆 土 土師器 ITN (104) 42 55 橙色
砂粒、赤・ 自色粒

子、金雲母
良

体部外面ヘラ削 り、内面放射状 R看

文。底部回転糸切 りのまま。

3 覆 土 土師器イ (108) 橙 色
砂粒、赤・ 白色粒

子、金・黒雲母
良

啜部回転糸切 り後、外周ヘラ削

り。体部内面放射状暗文。
底部外面に墨書

4 カマ ド覆土 土師器杯 橙 色
砂粒 、赤・ 白色粒

子、金雲母
良

膝部外 向ヘ ラ肖」り、内由放射状 F旨

文。

5 覆土 士師器不 明赤褐色
赤・ 自色粒子、金・

黒雲母 、砂粒
良

膵部外面ヘラ削 り、内面放射状晴

文。

6 覆 土 土師器郷 にぶい橙色
砂粒、白・赤色粒

子、黒雲母
良

体部外 面ヘ ラ削 り、内面放射状晴

文。

覆 土 土師器杯 橙 色
赤・ 自色粒子、砂

粒 、金雲母
良

体部外面ヘ ラ肖」り、内面放射状昭

文。

8 貼 り床内 土師器イ 橙 色
赤・ 自色粒子、砂

粒、金雲母
良

床司
`外

向ヘ フ白‖り、肉向荻射猿哨

文。

9 覆 土 土師器 14N にぶい橙 色
赤・ 白色粒子、砂

粒、金雲母
良

底都回転糸切 り後、外周ヘラ削

り。体部内面 。見込み部に放射状

暗文。

体部 と底部の境に

穿孔

10 覆 土 須恵器坪 (123) (39) (58) 灰 色
自・赤色粒子、砂

粒、黒雲母
良 底部回転糸切 り

11 覆 上下層 須恵器邦 (157) (57) 灰 色
砂粒、自・赤色粒

子、石英
良 ロクロナヂ 外面に媒。 13号住

覆土上層 と接合。

12 覆土 土師器杯蓋
外 :橙色

内 :明 赤褐色

金雲母、

赤色粒子

秒 粒 白・
良

ロクロナテ。外白磨 き。 肉向に螺

旋状暗文。

覆土 土師器郷蓋 橙色
金雲母、砂粒、自・

赤色粒子
良 ロクロナデ 宝珠状 つ まみ

14 覆土上層

塚 思 輿 主 HHI

器  小 型 短

頸 重

外 :灰色

内 :暗灰黄色

石英 、赤・ 自色粒

子、砂粒

や

良

や

不
ロクロナデ

15 覆 土 土師器甕 橙 色
赤・ 白色粒子、金・

黒雲母、砂粒
良 胴部外面ナデ、内面横・斜ハク

カマ ド火床 土師器篭 にぶい橙色
砂粒、自・赤色粒

子、金・黒雲母
良 胴部外面ナデ、内面槙 ・斜ハケ 内側に指頭痕

17 カマ ド火床 土師器霊 浅黄橙色
砂粒、赤・ 自色粒

子、金雲母
良 内外面ナデ 内側に接合痕

覆土上層 土師器甕
外 :橙色

内 :に ぶい黄橙在

砂粒、石英、赤・ 白

色粒子、金・黒雲母
良 内外面ナデ 底都木葉 痕

覆 土 土師器鉢
外 :に ぶい黄褐在

内 !暗褐色

石英、黒・金雲母、

自・赤色粒子
長

胴都ハケ (外 面縦、内面積 )

覆土上層 土師器羽釜
外 !赤褐色

ハ :にぶい赤協存
金・ 黒雲母 、石英 、

良 口縁横ナデ。胴部内外面斜めハケ

13号住居址

図 番 撮 出上位置 種 別

法量 (cm)

色 調 胎 土 焼〕 調 整 特 徴

口径 器 高 底 径

1 床 面 土師器杯 (140)
外 :に ぶ い橙色

内 :黒色

赤・ 自色粒子、金雲

母
良 体都外 面ヘ ラ削 り 内 黒

2 覆土上層 土師器邦
色橙ヽ

色曲際
外 赤・ 自色粒子、砂

粒、金雲母
良 ロクロナデ 内 黒

3 覆土上層 土師器イ 橙色
赤・白色粒子、砂

粒、金雲母・石英
良 体都外面ヘラ削 り

4 覆土上層 土師器郭
外 :橙色

内 :明赤褐色

自・赤色粒子、石

英、黒・金雲母、砂

粒

良 ロクロナデ

5 覆 土 土師器杯
外 :にぶい黄橙色

内 :黒色

砂粒、金雲母、赤・

白色粒子
良 体部外面ヘラ肖1り 内 黒
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図 番 禿 出 上位置 種 別

法 量 (cm

色 調 胎 土 暁成 調 整 備 考
日径 器 高 底 得

6 覆土上層 土師器郷 明赤褐色
赤・ 白色粒子、金雲

母、砂粒
良 体部外面ヘラ削 り

床 面 土師器 t4N
外 :灰 黄褐色

内 :黒色

赤・ 白色粒子 、砂

粒 、金・ 黒雲母
良 体部外面ヘラ削 り 内 黒

8 床 面 土師器坪 (1 (56)
外 :明 赤褐色

内 :黒色

砂粒 、 自 赤色粒

子、金雲母
良 体部・底部外面ヘ ラ削 り 内 黒

9 覆 土 土師器杯 (2 1) (48) 橙 色
赤

粒
白色粒 子 、砂

石英 、金 雲母
良 体都・底都外面ヘ ラ削 り

10 覆 土 土師器杯 (30) (28)
外 :に ぶい橙色

内 :明 赤褐色

赤・白色粒子、金・

黒雲母、砂粒、石茨
良

体部外面ヘラ削 り。

底部回転糸切 り。

11 床 面 須恵器不 灰 色
石英、黒雲母 、 自

赤色粒子
良 ロクロナデ

12 覆 士 須恵器郷
外 :に ぶ い黄橙色

内 :灰 白色

石英、砂粒、 白・赤

色粒子、黒・金雲母

ヽ

良

や

不
ロクロナデ

18 覆 土 須恵器イ 灰 色
白色粒子、砂粒、赤

色粒子、黒雲母
良 ロクロナデ

14 覆土 須恵器不 灰 色
白・ 赤色粒 子 、砂

粒 、石英
良 ロクロナデ

15 カマ ド火床 須恵器杯 (34) 9) 灰 自色 赤色粒 子、金・ 黒雲
や

不
ロクロナデ。底部回転糸切 り 外面に煤

覆土下層
灰釉陶器

高台付き碗
(4 1) (70)

灰 白色

釉→灰オ リーブ色
白・赤色粒 子 、砂粒 良 ロクロナデ 体部内面に釉

17 床 面
土師器

小形甕
(142) (56)

外 :明 赤褐色
:にぶい赤掲魯内

金・黒雲母、砂粒、

赤色粒子、石英
良

日縁横ナデ。

胴部ハケ (外面縦、内面横 )

床 面
土師器

小形菱
(62)

外 :赤褐色

内 :に ぶ い赤褐色

金・黒雲母、石英、

赤色粒子
良

口縁横ナデ。

同部ハケ (外面維、内面斜め)

覆 士
土師器

小形霊
明赤褐 色

石英、白・赤色粒

子、金・黒雲母
良

同縁横 ナテ。

桐部ハケ (外 面縦 、内面横 )

覆土上層
土師器

小形菱
赤褐 色

自・赤色粒子、石

英、黒・金雲母
良

口縁横ナデ。

胴部ハケ (外 面縦、内面横 )

覆土上層
土師器

小形甕
にぶい赤褐色

石英、金・黒雲母、

赤・自色粒子
良

日縁横ナデ。

胴部ハ ケ (外 面縦、内面枝 )

覆上下屑
土師器

小形寵

外 :にぶい赤褐在

内 :褐色

石英、自・赤色粒

子、金・黒雲母
良

口縁横ナデ。

伺都ハケ (外 面縦、内面桟 )

覆土 土師器嚢 (320) (168) にぶい赤褐色
石英 、 自・赤色粒

子、金・ 黒雲 母
良

日縁杖ナテ、槙ハク。

伺部ハ ケ (外 面縦、内面横 )

内外面に指頭痕

57 カマ ド覆 土 土師器盗 (28 0) (46) 明赤褐色
石英、白・赤色粒

子、金・黒雲母
良

日縁横ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外面斜め、内面横 )

57 床 面 覆 土 土師器整
外 :灰赤色

内 :に ぶ い赤褐荏
粒 、黒・金 雲母 、石 良 胴部外 面縦ハ ケ、内面ナデ 外面に接合痕

57 覆 土 土師器甕 にぶい赤褐色
石英、自・赤色粒

子、砂粒、金雲母
良 胴部内面に斜めハケ

57 27 覆土 土師器甕
外 :明 赤褐色

にぶい赤褐在内 i

石英、金・黒雲母、

赤色粒子
良

口稼槙ナデ、侠ハケ。1同司
`ハ

ケ

(外 面斜め 。縦、内面横 )

外面に指頭痕

57 覆土 土師器甕 赤褐 色
金・ 黒雲 母 、石英、

赤・ 白色粒 子
良

日縁横ナデ、横ハケ。1同部ハケ

(外 面縦、内面横・斜め)

外面に指頭痕

57 覆土下層 土師器甕
外 :に ぶ い赤褐在

内 :灰褐色
英、金・黒雲母、砂 良 胴部 内面に斜 めナデ

覆 土 土師器甕
外 :明 赤褐色

内 :赤褐色

白色粒子 、黒・金雲

母 、砂粒 、石英
良

胴部ハケ (外 面縦、内面積・斜
め)

外面に指頭痕

底部木葉痕

覆 ■ 土師器甕 (40) (77) にぶい赤褐色 英、金・黒雲母、砂 良
胴部ハケ (外面縦、内面横・斜
め)

底都木葉痕

覆土上層 土師器鉢 にぶい赤褐色
自・赤色l~子 、石

英、金・黒雲母
良

口縁横ナデ、横ハケ。胴部ハケ

(外 面縦、内面横・斜め)

内面に指頭痕

覆 土 土師器鉢 にぶい赤褐色
自・赤色粒子、石

英、金 黒雲母
良

口縁槙ナデ、横ハケ。

胴部ハケ (外 面縦、内面横 )

内外 面に指頭痕

覆土上層 土師器甕 橙 色
砂粒 、金・ 黒雲母、

白色粒子
良 口縁横ナデ、内面一部ハケ 内外面に接合痕

カマ ド覆土 土師器甕
外 :橙色

内 :にぶい赤褐色

赤・ 白色粒 子 、砂

粒 、金・ 黒雲母
良 内外面ナデ 内面に指頭痕

カマ ド覆土 土師器甕
外 :にぶい橙色

内 :橙色
粒 、金・ 黒雲母 、石 良 内外面ナデ

内外面に接合痕

内面に指頭痕

37 カマ ド火床 下 須恵器変 灰 色 石英、白・赤色粒子 良 ロクロナヂ

柱穴列、土坑

図 番
=

出土位置 種 別

法量 (cm)

色調 胎 土 焼】 調 整 備 考

回径 器 高 底 径

1
1号柱穴列 P
3看± 4層

土師器甕 褐灰色 石英、砂 粒 良 内面弱い横ハケ

2
1号柱穴列 P
3覆 ± 1層

器
甕

師

張

土

胴
橙 色 砂 粒 良 底都木葉痕

3号 土坑覆土
土師器

小型甕
褐 色

自色粒子、金雲母、

石英
良 内外ハ ケ

2 20号 土抗 土師器甕 褐灰色 金雲母 、砂粒 良 内外ハケ
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付篇 大間々遺跡における自然科学分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

山梨県上野原市に所在する大間々遺跡は、桂川左岸の河岸段丘の平坦面上に位置している。当段丘面に

は、古代～平安時代の集落跡が確認されており、過去に分析調査を行つた上野原小学校遺跡等も立地してい

る。本遺跡の発掘調査では、平安時代と考えられる竪穴住居跡や掘立柱建物跡、上坑等の遺構や、当該期の

上器や上師器、須恵器、施釉陶器、さらに、金属遺物等の遺物が確認されている。

本報告では、これらの住居跡より出上した炭化材や種実遺体、金属遺物などについて、その種類や成分を

調べることにより、当該期における植物利用や遺物の材質について検討する。また、上記した炭化材について

は、放射性炭素年代測定を行い、遺構の年代に関する資料を作成する。

1.試料

試料は、炭化材、種実遺体、金属遺物である。以下に、各試料の概要を示す。

・炭化材

炭化材は、8号住居跡内から採取されている。住居跡中心部に焼土や炭化物粒の集中部が確認され、住居

跡壁際付近より原形を推定しうる炭化材が多数出土している。これらの炭化材は、発掘調査時に形状観察及

び記録した上で採取されている。これらの炭化材より、炭化材同定用試料として 18点が選択され、さらに、同

試料中の炭化材2点(炭 F'Htt T)に ついては放射性炭素年代測定も合わせて行う。

・種実遺体

種実遺体は、10軒の住居跡 (1・ 2・ 4・ 5・ 7～ 9・ 11～ 13号 )から採取された 27点、1号掘立柱建物跡より採取

された3点、20号土坑より採取された1点の計 31点 (試料番号 1～ 31)である。これらの種実遺体は、発掘調査

時に採取された試料と、水洗選別によって得られた試料がある。これらの試料を対象に、種実遺体同定を行う。

・金属遺物

金属遺物は、1号住居跡床面より出土した餃具と呼ばれる金具である。当遺物の肉眼観察では、破損等に

よる欠損はなく、遺物表面に土壊の付着や腐食による緑青が認められるのみである。当試料については、蛍

光X線分析を行う。

分析試料とした炭化材及び種実遺体の形状や採取された地点・遺構等の詳細は、各分析結果とともに示す。

2分析方法

(1)放射性炭素年代測定

測定は株式会社加速器研究所の協力を得て、β線計数法により行つた。なお、放射性炭素の半減期は

日BBYの半減期 5,570年を使用する。また、測定年代は 1950年を基点とした年代 (BP)であり、誤差は標準偏

差 (One sigma)に 相 当す る年 代 で あ る 。な お 、暦 年 較 正 は 、RAD10CARBON CALIBRATION PROGRAM

CALIB REV4.4(Copyttght 1 986-2002 M Stu� er and P」 Reimer)を用い、いず れ の試 料も北 半 球 の大 気圏 にお

ける暦 年校 正 曲線を用 いる条件を与 え計 算 を行 つている。

(2)炭化材同定

木口(横断面 )・ 柾目(放射断面)・ 板目(接線断面)の 3断面の割断面を作製し、実体顕微鏡および走査型

電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し、その特徴から種類を同定する。
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(3)種実遺体同定

試料を双眼実体顕微鏡下で観察し、同定可能な果実、種子などを抽出する。種実の形態的特徴を所有の現

生標本および原色日本植物種子写真図鑑(石川子1994)、 日本植物種子図鑑(中 山ほか,2000)等と比較し、種類

を同定し、個数を数えた。分析後の種実は、種類毎に乾燥剤とともにビンに入れ、保存する。

(4)蛍 光X線分析

蛍光X線分析はサンプリングが困難な文化財の材質調査に広く用いられている手法である。なお、ごく表面

層を測定対象とするため、出土遺物表面が風化等の外的な汚染を受けている場合、遺物本来の元素組成を

導くことは難しい。ただし、遺物の保存といつた点を考慮すると、外観上の変化を伴わない本分析法は概略の

元素組成を知るためには極めて有効な手法となる。

材質調査 に用いた装置はセイコーインスツルメンツ (株 )製 エネルギー分散型蛍光 X線 分析装置

(SEA2120L)である。測定条件を表1に示す。

試料は、前述したように一様に緑青に覆われ、さらに緑青表面には土

粒子の付着が観察された。本報告では、遺物破損の回避を条件とし、

非破壊を前提とした材質調査を目的とするため、分析の前処理としてこ

れらの緑青や上粒子等の付着物のクリーニングは行わず調査を行うこ

ととした。なお、測定箇所は、肉眼観察でこれらの付着物の最も少ない

箇所を選択した。

3.結果

(1)放射性炭素年代測定

結果を表 2・ 3に示す。試料の測定年

代 (補正年代)は、炭 F'は約 1600年前、

炭 Tは約 3600年前の値を示す。一方、

暦年較正年代のうち相対比の高い年代

を見ると、炭 F'は5世紀前半～6世紀中頃、炭 Tは約 3700～ 3900年前の年代となる。

これらの試料は、同一住居跡より採取された炭化材であるが、考古学的に考えられている遺構の年代よりも

古い値を示している。このような古い年代値が得られる要因としては、心材部を利用したことによる年代差とは

考え難いことから古材の利用や、周囲の上壌中に含まれる腐植の影響を受けた可能性などが考えられる。

(2)炭化材同定

結果を表4に示す。炭化材は、針葉樹 1種類 (カヤ)と広葉樹 4種類 (エノキ属ヨケヤキ Hカツラ・ケンポナシ

属)に同定された。以下に、各種類の解剖学的特徴等を記す。

・カ ヤ (陶牲 燿 pVCliFctt sieb et Zucc) イ チ イ 科 カ ヤ 属

軸方向組織は仮道管のみで構成され、早材部から晩材部への移行はやや急で、晩材部の中目は狭い。仮道

3)付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の68%が入る範囲)を年代値に換算した1

1)年代値の算出には、日bbyの半減期5570年 を使用。
2)BP年代値は、1950年を基点として何年前であるかを示す。

、日bbyの半減期55

試料
輛 正年 代

(BP)
暦年較正年代 (cal) 相対比 Code No

一灰 1570=L80 cal AD  411 - cal AD  563
cal AD  590   cal AD  596

cal BP  l,539  -  1,387
cal BP  1 360  -  1354

IAA」 13

茂T 3550=上 80 2,013

1,978

1,852

1756

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

0054
0572
0367
0007

IAA-414

4(Copyright 1 986-2002 M Stuiver

付記した誤差は、測定誤差σ(測定値の680/oが 入る範囲)を年代値に換算した値。
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管内壁にかすかにらせん肥厚が認められる。放射組織は柔細胞の

みで構成され、柔細胞壁は滑らか。分野壁孔は保存が悪く観察でき

ない。放射組織は単列、1～ 10細胞高。

・エノキ属 (第ル
`) 

ニレ科

環孔材で、孔圏部は 1-3列、孔圏外で急激に管径を減じたのち漸

減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有し、

壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性、1-15細胞幅、1-50細胞高で鞘細胞が認められる。

・ケヤキ (ZeFko跨 sθ腔ル (Thunb)MamnO) ニレ科ケヤキ属

環孔材で、孔圏部はほぼ 可列、孔圏外で急激に管径を減じたのち

漸減、塊状に複合し接線・斜方向の紋様をなす。道管は単穿孔を有

し、壁孔は交互状に配列、小道管内壁にはらせん肥厚が認められる。

放射組織は異性、1-6細胞幅、1-50細胞高。放射組織の上下縁辺部を中心に結晶細胞が認められる。

・カツラ(θθκldiphy■lum…淘9oniCク″ Sieb et Zucc) カツラ科カツラ属

散孔材で、管孔はほぼ単独で散在し、晩材部へ向かって管径を漸減させる。道管の分布密度は高い。道管

は階段芽孔を有する。放射組織は異性、1～ 2細胞幅、1～ 30細胞高。

・ケンポナシ属 (/yぁg滋)  クロウメモドキ科

環孔材で、孔圏部は 1-3〕 1、 孔圏外で急激に管径を減じたのち漸減する。大道管は管壁厚は中庸、横断面

では楕円形、単独、小道管は管壁は厚く、横断面では円形～楕円形、単独および放射方向に 2-3個が複合す

る。道管は単芽孔を有し、壁乳は交互状に配列する。放射組織は異性、1-5細胞幅、1-40細胞高。

(3)種実遺体同定

結果を表5に示す。木本 3種類(ク リ、モモ、ミズキ)、 草本 8種類(イネ、アワーヒエ、オオムギ、コムギ、イネ

科、ササゲ属、タケニグサ、エノキグサ)の種実が検出された。タケニグサ、エノキグサを除き全て炭化した状態

で遺存状況は不良である。この他に、木の芽や鱗茎、炭化材なども検出された。木材組織が認められない、部

位・種類共に不明の炭化物は、不明炭化物と表示した。

これらの同定された種実遺体について、遺構別出土種類構成をみると、2号住居跡からは木本 3種類、草

本はイネとエノキグサを除く6種類が検出された。特に、焼土面からはアワーヒエが多く検出された。また、4

号住居跡からはイネとコムギ、7号住居跡からはモモとコムギ、ササゲ属、9号住居跡からはアワーヒニ、コムギ、

イネ科、エノキゲサ、11～ 13号住居跡からはアワーヒエとコムギ、1号掘立柱建物からはモモが検出された。な

お、5・ 8号住居跡及び 20号上坑からは同定可能な種実は検出されなかつた。以下に、同定された種実や鱗

茎の形態的特徴などを記述する。

<木本種実>
エクリ(傷鋭

""cr9/7ptt Sieb et Zucc.)ブ
ナ科クリ属

子葉が検出された。完全に炭化しており、黒色。三角状広卵形、一側面は偏平で反対面はわずかに丸みが

ある。長さ17mm、 幅 21mm程度。木質で、表面には内果皮(渋皮)の圧痕の縦筋が走る。

・モモ(Prじatt pattfθβ Batsch)バラ科サクラ属

核(内 果皮)の完形、破片と種子(仁 )が検出された。全個体とも完全に炭化しており、黒色を呈す。核は広楕

円形でやや偏平。先端部はやや尖り、基部は切形で中央部に湾入した謄がある。長さ 20～ 30mm、 幅 16～

20mm、 厚さ 10～ 14mm程度。一方の側面に縫合線が発達し、縫合線に沿つて半分に割れた個体がみられる。

3号住 B カ ヤ

C ケシボ ナン属

カ ヤ

エノキ 属

柱 力 ツ`ラ

F' カツう

エノキ 属

ケシボ ナシ属

L カ ヤ

M エノ=

珊O ■
シ

P
Q
R ナシ属

T

U
V J犬 力・
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内果皮は厚く硬く、表面は縦に流れる不規則な線状の窪みがあり、全体として粗いしわ状に見える。内側表面

は平滑で、仁が入る楕円状の窪みが見られる。仁は広楕円形で偏平。長さ 10mm、 幅 8mm程度。表面は粗面。

・ミズキ(99/P/7体 09/力97M Hemsiey)ミズキ科ミズキ属

核(内 果皮)の破片が検出された。炭化しているため黒色、偏球形で径 4mm程度。基部に大きく深い孔があ

る。内果皮は厚く硬く、表面にはやや深い縦溝が数本走る。

<草本種実>
・イネ(97a留肪 L)イ ネ科イネ属

胚乳の破片が検出された。完全に炭化しており、黒色。完形ならば長楕円形でやや偏平、長さ 4～ 6mm、 幅

25mm、 厚さ15mm程度。一端に

'歪

が脱落した凹部があり、両面はやや平滑で 2～ 3本の縦溝がある。

・ア ワ ー ヒエ (Sθttriaル瀬
"Beauv一

こい nヽοε力んβ ε拓
"伊

galli Beauv)イ ネ 科

胚乳が検出された。完全に炭化しており、黒色。広楕円体でやや偏平。長さ 15mm、 幅 lmm程度。背面は

丸みがあり、腹面は平ら。基部に胚の凹みがある。表面はやや平滑。

・オオムギ(/yorJ9,p跨像泥 L)イネ科オオムギ属

胚乳の破片が検出された。完全に炭化しており、黒色。完形ならば紡錘状長楕円形で先端部は尖り、基部

注 )「+Jは 、微細片を含むため個数推定が困難である種類を示す。「数字十」は、数字以上の個数が推定される種類を示す。

は丸い。長さ5～ 7mm、 幅 35mm、 厚さ3mm程度。腹面は1本のやや太く深い縦溝があり、背面基部には胚の
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痕跡があり丸く窪む。表面はやや平滑。

・コムギ(融おtry77 βθSと

'yvtt L)イ
ネ科コムギ属

1企 乳が検出された。完全に炭化しており、黒色。楕円形で全体的に丸みを帯びている。長さ 42mm、 幅

32mm程度。腹面には1本のやや太く深い縦溝がある。背面基部には胚の痕跡があり、丸く窪む。表面はやや

平滑。なお、頂部を欠損するなど遺存状態が悪く、オオムギとの判別が難しいものはムギ類とした。

・イネ科(Gramineae)

胚乳が検出された。完全に炭化しており、黒色。狭卵形でやや偏平。長さ lmm、 幅 0.8mm程度。背面は丸

みがあり、腹面は平ら。基部に胚の凹みがある。

・ササゲ属(F 騨ヽふ  マメ科

炭化した種子が検出された。黒色、長楕円体。長さ 3～ 55mm、 径 2～5mm程度。焼け崩れているおり遺存

状態は悪いが、子葉の合わせ目上に 2mm程度の長楕円形状で隆起する謄がある。子葉の合わせ目に沿つ

て半分に割れた個体がみられる。子葉の合わせ日は平滑で、中心部がやや凹む。表面はやや平滑で光沢が

あるが、焼け1彰れのため種皮が裂けている。ササゲ属にはササゲ、アズキ、リョクトウなどが含まれ、遺跡出上

の炭化マメ類をその形態からを同定する試みが行われている(吉崎,1992)。 一方で、野生種との雑種も多いた

め、形態のみから現在の特定の種類に比定することは難しいと考えられている(南木,1991;南 木・中川,2000な

ど)。

・タケニグサ (脇歩θieava θOθ誇 修 (Willd)R Br)ケシ科 タケニグサ 属

種子が検出された。淡黄色、狭拒1卵形体で基部は尖る。長さ 2 mm、 径 lmm程度。種子表面は、横長楕円形

の深い凹みが縦列し網目模様をなす。

・エノキグサ似"陸 β1/誘た L)トウダイグサ科エノキグサ属

種子が検出された。黒色、卵形で長さ 15mm、 径 lmm程度。基部はやや尖り、Y字状の筋がある。種皮は

薄く硬く、表面は細かな粒状の窪みが配列しざらつく。

<鱗茎>

炭化しているため黒色、地下茎の中軸に肉質の鱗茎葉が多数密生し、球体を呈す。径 15mm程度。鱗茎は

ネギ属、ユリ属などにみられる。

(4)蛍 光X線分析

検出された元素はマグネシウム (Mg)、 アルミニウム (AI)、 ケイ素

⑤ )、 硫責 (S)、 カルシウム (Ca)、 チタン(Ti)、 鉄 (Fe)、 銅 (Cu)、 ヒ

素 (As)、 ビスマス(Bi)の 10元素である(図 1)。 これらの検出元素

についてFP法 (ファンダメンタルパラメーター法)を用いたノンスタン

ダード法を用い、定量演算を行つた結果、表6に示した定量結果が

得られた。なお、測定に関しては表示した条件の他に、測定条件

(強度等)や測定箇所を変えた測定も、ほぼ同様な結果を示した。

本分析結果は、金属遺物表面の緑青成分と付着土壊の組成を反映した結果のため、材質を直接的に特定

する結果でない。ただし、少なくとも銅を含む金属が利用されたことが示唆できる。

遺物表面に付着していた緑青は、一般的には塩基性炭酸銅 (Cu2C03(OH)2)が 主体となるが、埋蔵環境に

よっては塩基性塩化銅 (Cuc12・ 3Cu(OH)2)が生成される場合もある。これらの緑青成分を特定するためにはX

線回折法による調査により判定が可能である。一方、銅を用いた金属材料には、いわゆる純銅以外に、青銅

(Cu― SnBOwa)、 黄銅 (Cu― zn)、 白銅 (Cu― sn[high])、 赤銅 (Cu―Au)、 四分一 (Cu―Ag)などの様々な合金が知ら
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れている(馬 淵,2003)。 当試料についても合金の

可能性があるが、本分析の条件下では、スズや亜

鉛等の有無については検出できず、詳細な検討

は不可能であつた。この点については、金属遺物

内部の材質調査によって明らかになると考えられ

る。

4.考察

本項では、人間々遺跡より検出された炭化材や

種実遺体の分析結果から、当該期における植物

利用について検討を行う。

炭化材は、8号住居跡北半分に集中し、多くが

壁沿いの限られた範囲より検出され、断面形態観

察から4種類 (柱状、馬蹄状、板状、形状不明)に

分類されている(表 7)。

これらの炭化材の中で柱状のものは、住居跡

壁際から住居跡中央へ軸方向が向いているもの

が多く、垂木などに由来すると考えられる。一方、

板材と分類される炭化材は、住居跡南西壁中央

付近に集中し、垂木と考えられる炭化材よりも幅

広で、壁に平坦面がほぼ平行するように出上して

いる。このことから、壁板等の板材に由来する可

能性がある。なお、馬蹄状の炭化材は、焼失住居にしばしば確認されるが、焼成時に中まで完全に炭化しなか

ったため、未炭化部分が腐食し残らず、炭化部分のみが残存し馬蹄状となつたと判断される。したがつて、馬蹄

状の炭化材は、本来は柱状を呈していたと考えられる。また、形状不明の炭化材も、出土状況が柱状や馬蹄

状と同様であり、これらの状況を考慮すると柱状を呈していた可能性がある。

柱状、あるいは柱状を呈すると考えられる炭化材は、ケヤキを除く4種類が確認された。なお、炭化材 N・ O

は、隣接し直線上に出土し、また2点ともケンポナシ属であることから、同一個体の可能性がある。また、炭化

材 Cにはケンポナシ属とカヤの 2種類が認められている。カヤは隣接する炭化材 Bに確認されることから、炭

化材 C中のカヤは、炭化材 Bからの混入の可能性がある。これら

のことから、当該期の住居構築材の垂木等には針葉樹・広葉樹の

いずれの木材も利用していたと推測される。

炭化材の利用については、上野原小学校遺跡 (上野原町)の奈

良時代の住居跡よリクヌギ節を確認している(パリノ・サーヴェイ株

式会社,2003)。 また、健康村遺跡 (長坂町)の平安時代の住居構築

材の調査事例や、隣接する神奈川県や東京都でもクヌギ節や近縁

種のコナラ節も用いた事例を多数確認している(高橋口植木,1994)。

本分析結果では、これらのクヌギ節やコナラ節は全く認められず、異なる種類構成を示した。本地域周辺の現

存植生(宮脇,1985,1986)等 も参考にすると、これらが生育する二次林 (雑木林)が広くみられることが指摘され

0 31 keV

(励起電圧(50kV)〉

38 63 cps

[Linear〕

[Linear〕

13 95 keV0 31 koV

剛 X線 ψ 的レ
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ており、これらの木材の入手が困難であつたとは考え難い。そのため、8号住居跡に認められた木材の種類構

成は特異である。そのため、本分析で選択しなかつた当住居跡から検出された他の炭化材の樹種についても

調査し、再検討することが望まれる。

一方(住居跡や掘立柱建物跡などから採取された種実遺体からは、有用植物とされる種類が多数認められ

ている。有用植物には、大陸などから持ち込まれた栽培植物と、山野に自生していたと考えられる種類がある。

栽培植物のモモ、イネ、アワ、オオムギ、コムギ、ササゲ属は、古くから栽培のために持ち込まれた渡来種であ

る(南木,1991)。 2・ 7号住居跡や1号掘立柱建物から検出されたモモは、中国からの渡来種とされ、観賞用の他、

果実や核の中にある仁(種子)などが食用、薬用等に広く利用される。また、穀類のイネや、2号住居跡 (旧 )床

焼土面より特に多く検出されたアワーヒエや、オオムギ、コムギ、ササゲ属などは胚乳や種子が食用される。

山梨県内については、古代～中世の遺跡から検出された炭化種実について時代・地域別に検討が行われ、

甲府盆地ではモモ、イネ、アワーヒエ、オオムギ、コムギが出土例、個体数ともに多いことが指摘されている(櫛

原,1999)。 本遺跡の分析結果は、当該期における山梨県内における炭化種実の出土例と調和しており、同様

な有用植物が利用されていたと言える。一方、山野等に自生する種類であるクリは、前述した山野の二次林

(雑木林)内 に生育する。果実は生食、長期保存が可能で収量も多いため、古くより里山で保護されてきた種類

である。この他に、鱗茎などの根茎類は、デンプン質に富むため、古くから採取され、食用に利用されてきた事

例がある(山本,2002)。

これらの栽培植物を含む有用植物は、住居址内カマドや床面付近焼土や貼り床等から検出され、いずれも

炭化していることなどを考慮すると、当該期に利用されていた植物であると判断される。一方、これらの炭化種

実とともに検出されたタケニグサ、エノキグサは、炭化の痕跡は確認されなかつた。これらは伐採跡地や人里

周辺の明るく開けた場所に生育していたものに由来すると考えられる。ただし、吉崎 (1992)の 炭化種子以外の

解析ついての指摘や、上記した炭化種実遺体と比較し未炭化で遺存状況が良好であること等を考慮すると、こ

れらの種実遺体は遺構の埋没過程で混入した可能性もある。そのため、本項ではこれらと炭化種実は区別し、

結果報告に留め解析からは除外している。
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図版1炭化材 (1)

1.カヤ (3号住 炭Q)
2.エノキ属 (3号住 炭M)
3,ケヤキ (8号住 炭T)

a:木 日!bi柾 目,c:板 目

…
200 μ mia

-200 

μ mib,c
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国版2炭化材 (2)

4.カツラ(8号住 炭F)

5.ケンポナシ属(8号住 炭0)
a:木 口,bi柾 目lc:板 目

■■■■ 200″ m:a

■■■■■‐ 200″ mお ,c
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図版3種実遺体

lcm       2襴 m

―

 

―
(1.2.11) (3.4.7-10)

1,クリ子葉(試料番号転2号住 貼り床申) 2、 モモ 核(試料番号鶴2号住〕

3ミズキ 核(試料番号192号 住 焼上純層直下土) 4.イネ 胚乳(試料番号la4号住 床面中央 焼土址)

5アワーヒエ 胚乳(試料番号5芝号住 覆上 焼土面)6.アワーヒエ胚乳(試料番号税2号住 覆上 焼土面)

7.オオムギ 服乳(試料番号5;2号住 覆上 焼土面)8.コ ムギ ,こ乳(試料番号a2号住 穫土 焼上面)

9ササゲ属 種子(試料番号52号住 覆土 焼止面)lo.ササゲ属 種子(試料番号5認号住 覆上 焼上画)

11.鱗墓(試料番号1働 7号住 覆土 焼土)

(5.6)

― H3-
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写真7

4号住居址 (南か ら)

4号住居址遺物出土状況 (南から)
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5号住居址 (南西か ら)
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6号住居址カマ ド検出状況

6号住居址カマ ド石組み検出状況
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7号住居址 (南東から)

7号住居址遺物検出状況 (南東から)
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7号住居址カマ ド検出状況
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フ号住居址カマ ド芯材,支脚検出状況
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3号住居址カマ ド付近遺物出土状況

8号住居址 (南 西か ら)
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8号住居址カマ ド検出状況

8号住居址カマ ド煙道部
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8号住居址土師器甕出土状況
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8号住居址遺物出土状況 (南西か ら)
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9号住居址北 カマ ド芯材 ,支脚検 出状況



写真 17

10号住居址 (北西から)

調査区北端遺構検出状況 (南西から)



写真 18

11号住居址

11号住居址カマ ド
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12号住居址 (南東から)

13号住居址 (北西か ら)
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13号住居址カマ ド
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1号掘立柱建物址柱穴 (P4・ P5)

2号掘立柱建物址 (南西から)
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1号柱穴列 柱穴 (P4 P5)
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刊号柱穴列 柱穴 (P2)
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ピット (北西から)

ピット断面 (P36)
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4号土坑土層断面

5号土坑
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調査風景
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1号住居址出土遺物

2号住居址 (新)出土遺物
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2号住居址 (新)出土遺物
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3号住居址出土遺物

2号住居址 (旧 )出土遺物

4号住居址出土遺物

5号住居址出上遺物
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6号住居址出土遺物

7号住居址出土遺物
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7号住居址出土遺物

8号住居址出土遺物
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8号住居址出土遺物

10号住居址出土遺物

11号住居址出土遺物
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12号住居址出土遺物

13号住居址出土遺物
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